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Ⅰ  

2度にわたる石油ショックがわが国経済に与えた影響は，計り知れないもの  

がある。四国地方の製造業におけるエネルギ、一消費の現状をとらえることによ  

って，省エネルギーのあり方を考えるため昭和57年1月から3月にかけて省エ  

ネルギ1一に関する調査を実施したが，以下ではその結果の概要を述べることに  

しよう。（図1－1，図1－2）  

ⅠⅠ  

今回の調査では，エネルギーを比較的多く消費する業種として，織維工業（産  

業中分類20），パルプ・紙・紙加工品製造業（同24），化学工業（同26），窯業・  

土石製品製造業（同30），鉄鋼業（同31），非鉄金属製造業（同32），金属製晶製  

造業（同33）を調査することにし，地域にとって重要な業種として，食料品製  

造業（同18，19），衣服・その他の織維製品製造業（同21），あまりエネルギー  

を消費しない業種の代表として，一・般依械器具製造業（同34），電気機械器具製  

造業（同35），輸送用機械器具製造業（同36），精密機械器具製造業（同37）を  

調査することにした。（図2－1）  

1）この調査の集計・分析にあたり特に統計ゼミ4年生溝口康全署，赤沢昌二君の全面的な協   
力を得た。ここに記して謝意を表したい。   
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抽出のためのリストは，通商産業省編『全国工場通覧1980年版』（日刊工業新  

聞社）を用いることにし，従業者30人以上の事業所を対象にすることにした。   

抽出方法ほ，各業種ごとにランダム抽出法を用いたが，抽出率として÷，÷，  

阜，十の4種類を採用することにし，各業種とも調査対象事業所数を50事業所  

以上になるようにした。（表2－1）   

調査票ほ，くわしい調査票（図2－2）と簡単な調査票2）との2種類を作成し  

た。簡単な調査票は，どうしても全部に回答出来ない場合に用いた。回収率を  

少しでも高めようと考えたからである。   

調査票を送付したもの865事業所のうち集計事業所数437であったので，回収  

率3）ほ全体で約50％であった。（表2－2）   

調査項目4の主要製品名から業種分類したものが表2－2の業種ごとの数字  

であるが，その他の情報を利用して再分輝したものが，（）内の数字である。  

回収率の高い業種は，非鉄金属製造業，化学工業，金属製品製造業，精密機械  

器具製造業，窯業・土石製品製造業，／りレプ・紙・紙加工品製造業，一腰焼械  

器具製造業である。精密機械器具製造業，－・般機械器具製造業を例外として，  

これらの業種は，エネルギー費が高く，その結果として省エネルギーに関心も  

深いということも考えられる。   

以下の集計表ははとんど表2－2の（）外の数値を用いているが，日負荷  

率の分析には（）内の数値を用いている。   

質問10，11への回答率（表2－3，表2－4）は電気管理がゆきとどいてい  

るか香かを示す一つの指標である。パルプ・紙・紙加工品製造業，化学工業，  

非鉄金属製造業，鉄鋼業等は回答率が高く，従業者規模が大となるにつれて回  

答率も高ぐなっている。  

2）くわしい調査票のうち，3，4，5（2），6，7，9（1），13，14のみを調査項目とした。こ   
れを督促用に用いた。  

3）実際には調査時点で「30人未満の従業者しかいない」として返送されたり，名簿の住所に   
事業所がない場合もあった。   
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ⅠⅠI   

l．従業者規模別の結果の概要   

ほじめの，従業者規模，操業時間別事業所数と構成比（表3－1，図3－1）  

は，質問3の従業者数と質問5の工場の1日の操業時問（1）昭和56年1年間の1  

日平均操業時間をクロスさせたものである。計の行をみると，8時間操業と24  

時間操業が特に多いことがわかる。8時間から8時間15分が最も多く，7～8  

時間，8時間30分～8時間45分，9～10時間もやや多くなっている。最小規模  

（30～49人）の行をみると，8時間－8時間15分，8時間30分～8時間45分，  

9～10時間の割合は計の行より多くなっているが，18～23時間，24時間の割合  

は計の行より少ない。小規模（50～99人）では，9－10時間の割合がやや多い  

が，はば計の行と－・致している。中規模（100～299人）では，8時間30分～8  

時間45分，9～10時間の割合が計の行より少なく，18～23時間，23～24時間，  

24時間の割合が計の行より多い。大規模（300人以上）では，7～8時間，8時  

間～8時間15分，8時間30分～8時間45分，9～10時間の割合は少なく，18～23  

時間，24時間の割合は多くなっている。以上要するに，図3－1で示すように，  

従業者規模が大となればなるはど，2交替，3交替の割合が多くなり，8時間  

操業は少なくなるということが出来よう。   

つぎに，従業者規模，年間操業日数別事業所数と構成比（表3－2，図3－  

2）であるが，これは，質問3と質問6をクロスさせたものである。全体的に  

みると，290－299日の階級が最も多くなっている。これは，1年365日のうち，  

日曜日が52日，祝日が12日（元日を含む），年末の12月30日，31日，年始の1月  

2日，3日，お盆の8月15日，16日を休むものとして，年間操業日数295日とな  

る。なお，年末，年始，お盆と日曜日が重なることがあり得るが，5月のゴー  

ルデソ・ウィークに休みをとる事業所もあるので，やはり年間操業日数のモ・－  

ドは，上記のようになるであろう。290～299日の階級より離れれば離れるはど  

事業所数の割合は少なくなるが，350－365日の階級に別の小さな山があるよう  

である。最小規模の行をみると，290－299日の階級，300～309日の階級が特に   
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多い。小規模の行をみ．ると290－299日の階級，280－289日の階級，270～279日  

の階級が計の行にくらべて相対的に多い（構成比そのものとしてほ300～309日  

も相当のパー・セントを示している。）。中規模では，260－269日，270～279日，  

280～289日の階級と350－365日の階級が相対的に多い（290－299日も相当のパ  

ーセントを示している。）。大規模では，250～259日，260～269日の階級と  

350～365日の階級が相対的に多い。以上要するに，図3－2にみるように，最  

小規模でほ，290～299日を中心に単蜂分布であったものが，規模が大きくなる  

につれて複峰分布になり，しかも，左側の山はだんだん左に移動し，右側の山  

（350～365日）は，その高さを徐々に．高めている。   

つぎに，従業者規模，契約電力別事業所数と構成比（表3－3，囲3－3）  

であるが，これは，質問3と質問7をクロスさせたものである。計の行をみる  

と，100～299KWが最も多く，1，000～1，999KW，10，000－49，999KWのとこ  

ろにも小さな山があるようにみえる。最小規模の行をみると，100～299KWの  

ところのみが山である。小規模では，100－299KWに山があるが1，000－1，999  

KWのところにも小さな山がある。中規模でもほぼ同じところに山がある。大  

規模では1，000～1，999KWと10，000－49，999KWに山がある。以上要するに，  

はじめ単峰分布であったものが，復峰分布にかわり，その2つの山も徐々に右  

に移って行くことがわかる。   

つぎに，従業者規模，消費電力別事業所数と構成比（表3－4，図3－4）  

であるが，これは質問3と質問9消費電力（自家発電を含む）（1）昭和56年1年  

間とをクロスさせたものである。計の行をみると10万KWH～50万KWH未満  

が最も多く，100万KWH～500万KWH，1KWH～5万KWH未満の階級が  

順に多い。最小規模では10万KWH－p50万KWH未満，1KWH－5万KWH  

未満の階級の順で多い。小規模では，100万KWH～500万KWH未満の階級が  

最も多く，ついで10万KWH～50万KWH未満が多い。中規模でもほぼ同様で  

あるが500万KWH～1，000万KWH未満，1，000万KWH～5．000万KWH未満  

の階級もかなりの事業所が占めている。大規模では100万KWH～500万KWH  

未満の階級が最も多く，つぎに1億KWH～10億KWH，1，000万KWH～5，000  

万KWHの順に多い。要するに，複蜂分布の山がいずれも右に移行しているこ   
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とがわかる。   

つぎに，従業者規模，生産原価に．占める電力費割合別事某所数と構成比（表  

3－5，図3－5）であるが，これは，質問3と質問13生産原価（コスト）に  

占める（1）電力費割合をクロスさせたものである。電力費割合が1リ0～2い9％であ  

る事業所が多い。これを「通常の電力費割合である事業所」とすると，電力費  

割合が3い0～49％のものは，「電力費割合のやや多い事業所」であり，5．0～9．9  

％のものは，「電力費割合の多い事業所」であり，10い0％～のものは「電力費割  

合の非常に．多い事業所」であるということができよう。規模別にみると，最小  

規模では「通常の電力費割合である事業所」が相当多くなっている。小規模で  

はやはり「通常の電力費割合の事業所」が多いが，「電力費割合の多い事業所」  

もかなりある。中規模では，やはり「通常の電力費割合の事業所」が多いが，  

「電力費割合がやや多い事業所」もかなりある。大規模では，「通常の電力費割  

合の事業所」と「電力費割合の非常に多い事業所」とが多くなっている。以上  

のようなことから規模が大きくなるにつれて電力費割合の変化は，平均値でみ  

るように，4．9％，7い1％，6…9％，11り0％という変化をしており，小規模・中規  

模の相違はなく，最小規模でもあまり大きなちがいはないといえる。   

つぎに，従業者規模，生産原価に占める燃料費割合別事業所数と構成比（表  

3－6，図3－6）であるが，これは，質問3と質問13生産原価（コスト）に  

占める（2）燃料費の割合とをクロスさせた結果である。この場合も，上記の電力  

費割合と同様に「通常の燃料費割合である事業所」，「やや燃料費割合の多い事  

業所」，「燃料費割合の多い事業所」，「燃料費割合の非常に多い事業所」を定義  

すると（％の区切りも同様とする。），電力費割合と同様，1．．0～2“9％の階級が  

最も多い。規模別にみると，最小規模では，「燃料費の割合が非常に多い事業所」  

がやや少ないこと，小規模ほ．平均とはぼ同じ，中規模で，「燃料費の割合が少な  

い事業所」が多いこと，大規模で，「燃料費の割合が非常に多い事業所」が多い  

ことがわかる。概して全体の計とかわらないことがうかがわれ，規模別の平均  

値も，4．9，5い9，6．5，7．1％とほとんど変化はない。   

つぎに，従業者規模，生産原価に占めるエネルギ・－費割合別事業所数と構成  

比（表3－7，図3－7）であるが，これは，質問3と質問13の（1）電力費の割   
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合と（2）燃料費の割合とを加えたエネルギー費の割合とをクロスさせたものであ  

る。この場合はエネルギー費の割合が1．0～4‖9％のものを，「通常のユネルギ・－  

費割合である事業所」，5り0－9．．9％のものを，「ややエネルギー費割合が多い事  

業所」，10い0～19．9％のものを，「エネルギ、－費割合が多い事業所」，20％～のも  

のを，「エネルギ・一費割合が非常に多い事業所」，と定義する。全体でみると，  

やはり「通常のエネルギー費割合である事業所」が最も多いが，5い0％以上のエ  

ネルギ、一費割合を示すものもかなりあることがわかる。これを規模別にみると，  

最小規模でほ，「通常のエネルギ、一費割合である事業所」が最も多く，つぎは，  

「ェネルギ、－費割合が多い事業所」もかなりある。小規模では，はとんど全体  

と同じである。中規模では，「通常のエネルギー費割合である事業所」が最も多  

く，つぎは，「ややェネルギ、一費が多い事業所」がかなりある。大規模では，「通  

常のエネルギ・一費 割合である事業所」と，「エネルギー費割合が非常に多い事業  

所」とが相当数を占めている。   

最後に，従業者規模，操業度別事業所数と構成比（表3－8，園3－8）で  

あるが，これは，質問3と質問14をクロスしたものである。計の行をみると，  

75nO～84．9％の階級が最も多く，つぎは85…0－94。9％の階級が多い。最小規模  

では，やはりこれらの階級が多いものの，0一．1－64い9％の操業度の非常に低いも  

のもかなりある。小規模と中規模では計の行とほぼ同様の傾向にあり，大規模  

では75い0－84‖9％の階級と95．0％～の階級が多い。平均をみると，最小規模73い0  

％，小規模，中規模がいずれも80．3％，大規模が83い3％である。最小規模がや  

やわるいが，他ははぼ同じであるといってよい。   

2．業種別結果の概要   

はじめに，業種，従業者規模別事業所数と構成比（表3－9，図3－9）で  

あるが，これは，質問3と質問4とをクロスさせたものである。非鉄金属，化  

学，輸送用機械，電気機械などの平均従業者数が大きく，窯業・土石，衣服・  

他の織維などの平均従業者数が小さい。   

つぎに，業種，操業時間別事業所数と構成比（表3－10，囲3－10）である  

が，これほ．質問4と質問5の（1）とのクロスである。操業時間が長いのは，化学，  

パルプ・紙，非鉄金属，織経であり，短いのは，衣服・他の織維，輸送用機械，   
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精密磯城などである。7～10時間操業がはとんどである業種は，食料品，衣服・  

他の繊維，電気機械，輸送用機械，精密機械などであり，7～10時間操業と24  

時間操業あるいは18～24時間操業が多いのは，化学，／くルプ・紙，非鉄金属，  

緻経であり，ややこの傾向があるものとして，窯業・土石，鉄鋼も含まれる。   

つぎに，業種，年間操業日数別事業所数と構成比（表3－11，囲3－11）で  

あるが，これほ，質問4と質問6とをクロスさせたものである。操業日数が多  

いのは，非鉄金属，化学，窯業・土石，繊維である。短いのほ，電気校械であ  

る。計の行と同じように，290－299日の最も多い業種としては，衣服・他の繊  

維，金属，精密機械などがある。   

つぎに，業種，契約電力別事業所数と構成比（表3－12，図3－12）である  

が，これは，質問4と質問7とをクロスさせたものである。契約電力の大きい  

業種は，非鉄金属，鉄鋼，パルプ・紙などであり，契約電力の小さい業種は，  

衣服・他の繊維製品，精密枚械，電気機械，食料品などである。500KW以上を  

大口電力というが，この割合の高い順に業種をあげると，非鉄金属（90‖0％），  

化学（68．6％），鉄鋼（54．5％），輸送用機械（52小4％），繊維（51．7％），／くル  

プ・紙（42．．5％），食料品（28い9％），－1般磯株（28．6％），電気枚械（23．1％），  

金属（22り9％），窯業・土石（22．6％），衣服・他の繊維製晶（0．0％），精密機  

械（0．0％）となっている。   

つぎに，業種，消費電力別事業所数と構成比（表3－13，囲3－13）である  

が，これは質問4と質問9（1）をクロスさせたものである。この項目も契約電力  

と同じように．，非常に大きいのは非鉄金属であるが，大きいものとして，鉄鋼，  

化学，パルプ・紙などがあり，小さいものとして，衣服・他の繊維製晶，精密  

依械，電気秩械などがある。個々の事業所について100万KWH以上の電力を使  

用しているものは，大口電力に対応しているように思われる。   

つぎは，業種，生産原価に占める電力費割合別事業所数と構成比（表3－14，  

図3－14）であるが，これは，質問4と質問13（1）とをクロスしたものである。  

電力費割合の高い業種としては，非鉄金属，鉄鋼，窯業・土石，化学がある。  

電力費割合の低い業種としては，電気機械，精密機械などがある。／モルプ・紙，  

窯業・土石は－・部に電力多消費型のものがあるし，－・部に電力寡消費型のもの   
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もある。   

つぎは，業種，生産原価に占める燃料費割合別事業所数と構成比（表3－15，  

図3－15）であるが，これは，質問4と質問13（2）とをクロスさせたものである。  

燃料費の割合の高い業種は化学，窯業・土石であり，割合の低い業種は，輸送  

用機械，精密機械，電気磯械，－・般機械である。繊維，／モルプ・紙には－・部に  

燃料多消費型のものがあり，一周往こ燃料寡消費型のものがある。   

つぎほ，業種，生産原価に占めるエネルギー費割合別事業所数と構成比（表  

3－16，図3－16）であるが，これは質問4と質問13（1）と13（2）を加えたものと  

のクロスである。非常にエネルギ1一費の割合が高いのは，非鉄金属，化学，鉄  

鋼，窯業・土石であり，エネルギー費の割合が低いのは，電気機械，精密機械  

である。繊維，／くルプ・紙ほ一周㍑こエネルギ1一多消費型のものがあり，－・部に  

エネルギー 寡消費型のものがある。   

最後にり 業種，操業度別事業所数と構成比（表3－17，囲3－17）であるが，  

こ．れは，質問4と質問14とをクロスさせたものである。操業度の高い業種とし  

ては，一「般機械，電気機観，政経，衣服・他の織椎などがあり，操業度の低い  

業種としては，窯業・土石，鉄鋼などがある。食料品，パルプ・紙，化学，窯  

業・土石，鉄鋼，輸送用機械などに操業度の低い事業所がみうけられる。   

3．日負荷率の結果の概要   

日負荷率の定義は，  

1日の総消費電力  

1日の1時間当たり最大電力×24  
日負荷率＝  ×100．0  

という式で与えられる。これを質問11から計算して，業種別，従業者規模別に  

分類した。（表3－18）この日負荷率が高いことは，電気管理が徹底している  

ことを示し，省エネルギ・－の一つの目標である。日負荷率の高い業種は，非鉄  

金属，化学，／くルプ・紙である。日負荷率の低い業種は，衣服・他の政経製品，  

電気機械，窯業・土石，食料品，輸送用機械などである。従業者規模別の平均  

の行をみると，規模が大きくなればなるはど，日負荷率の値は大きぐなってい  

る。業種別，規模別にみて同じ傾向があるのは，織維，窯業・土石，鉄鋼，非  

鉄金属，電気機械などである。   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



四国の製造業におけるユネルギ・一消費の実態  －．9－   

つぎに，消費電力と日負荷率の関係をプロットしてみた（囲3－18），ただし，  

消費電力は対数値をとった。消費電力が多いほど，電気代の絶対額は大きくな  

る。契約電力をできるだけ下げ，負荷率をできるだけ高めれば，電気代も節約  

できる。夜間電力も使うことが出来れば，日負荷率は上昇する。このようなこ  

とから両者の間の相関関係がみられるように思われる。   

4．省エネルギー対策の実施状況   

はじめに，従業者規模，省エネ対策別事業所数と構成比（表3－19）である  

が，これは，質問3と質問15とのクロスである。省エネ対策の方法ごとに計の  

行をみると（図3－19），最も実施率の高いのほ．，「（2）設備機器の改良」であり，  

つぎは，「（1）繰業方法の改善」，「（3）新規の設備投資」が並んでおり，さらに少し  

少なぐなるが，「（6）建物の省エネ」，「（4）燃料の転換」が続いており，「（5）原料、の  

転換」は非常に少ない割合になっている。「将来実施する予定」ほ「（1）操業方法  

の改善」，「（2）設備校器の改良」，「（3）新規の設備投資」ともに同じ程度の割合に  

なっている。各省エネ対策ごとに従業者規模別の相違をみると，どれも規模が  

大きくなるにつれ実施率が高くなっており，そのことほ非常にはっきりとあら  

われている。そして特に300人～の階級で実施率が高いことがわかる。「将来実  

施する予定」については，逆に，規模が大となるにつれて割合が小さくなって  

いる。（「（5）原料の転換」，「（7）その他」は例外）   

つぎに，業種，省エネ対策別事業所数と構成比（表3－20）であるが，これ  

は，質問4と質問15とをクロスさせたものである。「（1）操業方法の改善」では，  

非鉄金属，鉄鋼，化学など（精密機械は事業所数が少ないが実施率は高い）が  

実施率が高い。これから実施する予定が金属，窯業・土石にかなりある。「（2）設  

備機器の改良」では，非鉄金属，鉄鋼，化学などで実施率が高く，将来実施す  

る予定が相当あるのは窯業・土石，金属である。「（3）新規の設備投資」では，非  

鉄金属，化学，織維，一・般機械などで実施率が高く，将来実施する予定がある  

のほ．，金属，電気磯槻，衣服・他の織碓製品である。「（4）燃料の転換」では，非  

鉄金属，食料品，鉄鋼，金属などで実施率が高く，これから実施する予定があ  

るのは，食料品，窯業・土石，電気依株などである。「（5）原料の転換」では，化  

学，非鉄金属などで実施率が高く，食料品，窯業・土石，／くルプ・紙，電気枚   
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械などで将来実施する割合が高い。「（6）建物の省エネルギー」では，金属，窯業・  

土石，化学，パルプ・紙などで実施率が高く，非鉄金属，衣服・他の繊維製晶，  

／くルプ・紙などで将来実施する割合が高い。  

図1－1 卸売物価指数  

才ン   
3ヰ  3g  ヰヰ  ヰg  54  
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国1－2 消費者物価指数  

図2－1出荷額に占めるエネルギー費割合別細分類業種数  
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表2－1 業種別抽 出率  

従薬者30  抽   出   率  
申分顆  業  櫛   人以上の  

単発所数             約1／3  約1／2  約2／3  

18．19  食   料   品  329  ○  

20  繊  維  259  ○  

21  衣服一他の繊維魁晶  394  ○  

24  パ ル プ  紙  170  ○  

26  化  学   60  ○   

30  窯 業 小 土 石  138  ○  

31  鉄  鋼   47  ○（注2）   

32  非 鉄 金 属   ○他2）   

33  金 属 製  品   94  ○他1）  

34  － 般 機  械  172  ○  

35  電 雲ミ 機 械   97  ○  

36  輸 送 用 機 械   80  ○  

37  精 密  機 械   8  ○（注2）   

（注1）抽出率そとすべきであったが，誤まってせとした。しかし調査対象  
は50以上にした。  

（注2）いずれも母集団が50に満たない。  

表2－2 回  収  率  

中分類   薬  穐   郵 送 数  回 収 数  回 収 率  

不  明  23  

18，19  食 料 品 製 造 業   110  （50） 50  （455）455   

20  繊   維   工   薬   S5  （37） 34  （435）400   

21  衣服その他の繊維製品製造兼   130  （48） 47  （369）362   

24  パルプ紙紙加工品製造業   85  （46） 44  （541）518   

26  化   学   工   業   60  （47） 38  （783）633   

30  無茶土石製品製造業   70  （38） 38  （543）543   

31  鉄  鋼  業   47  （1L7）11  （362）234   

32  非 鉄 金 属 製 造 薬   13  （12）12  （923）923   

33  金 属 製 晶 製 造 基   50  （37） 36  （740）720   

34  一般機 械 器 具製 造業   85  （46） 45  （541）529   

35  電気機械著露見製 造菟   67  く29） 29  （433）433   

36  輸送用機械器具製造業   55  （25） 25  （455）45．5   

37  輔密機械器具製 造業   8  （5） 5  （625）625   

計  865  （437）437  （505）505   

（注1）（）内の数字は不明23を他の情報を用いて分顆したものである。  
（注2）30人未満の卒業所ても回答のあった串茶所は集計することにした。  
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表2－3 質問10，11への回答率  

－」ち－   

質問10にの  質問11に回  （b）の回  （a）＋（b）  
申分畑   琴  轍  み回答した  答した串菜  答 申  の回答  

事業所数（a）  所数 （b）  囲  準 朗   

18，19  食 料 品、製 造 業   16  320  340   

20  繊 維 製 品 製 造 業   324  05   

21  衣服その他の繊維製品製造業   2  42  63   

24  パルプ紙紙加工品製造業   22  478  500   

26  化   学   工   業   2   44 7  489   

30  窯業土石製品如遺業   12  316  342   

31  鉄  鋼  業   0   6  353  353   

32  非 鉄 金 属 製 造 業   5  417  50 0   

33  金 属 製 晶 製 造 業   2   5  135  189   

34  ー敗 機 械 誤∴具 製 造 業   0   8  174  174   

35  電気機械ぬ典製造業   0   241  241   

36  輸送用機械器具製造業   4  16 0  160   

37  精 密 機械 器 具製 造業   0   0  00  00   

（注1）宏2－2の（）内の数字をもとにして分難してあるため，回答率も分母は  
褒2－2の（）内の数字を用いている。  

表2－4 質問11への回答率  
（従業者規模別）  

集計  
規 模 別  回答した  

事業所数   （％）   

不  明   2   2  1000   

30→ 49人   166   31   187   

50－ 99人   120   29   242   

100－299人   102   29   284   

300人～   47   27   57“4   

計   437   118   270  
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図3－2誓重責芸警彿諾操削赦別  
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四国の製造業におけるエネ／レギー消費の実態  －J7－  

図3－10葺鮎芸慧芸霊芝  
別  

図3－9論  （％）  
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図3－13誓要論  
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四国の製造業におけるエネルギ・一消費の実態  －エ9－   

別事集  
図3－17b  
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四国の製造業におけるエネルギー消費の実態  －2ユー  

表3－1従業者規模，操業時間別事業所数と構成比  

7   8：00  8：15  8：30  8：45  9   
不 明  1－  6  

0   0   0   0   

不  明   50．0  

8   3   2   26   66   3   13   0   18  
30－ 49                     48  18  12  157  398  1－8  78  10一8   

5   0   20   39   O 8   2   13  
50～ 99  08  167  325  67  17  108   

5   0   0   17   33   3   2   6  

100－299  167  324  10  29  20  59   

3  0   0  6  9  0   0   

写00－ 64  128    19小1  21  21   

22   3   3   69  147   4   25   4  38  
計  50  07  0…7  158  336  0，9  57  0小9  87   

16   17   18   23   24   計  平 均   
～15  ～16  ～17  ～′18  ～23  ～24   

0   0   0   0  2  

500   1000  

2   0   3   9  166  98  
30～ 49  1小8  06  54  1000   

7   0   15  120  115  
50－ 99                     5．8  08  0小8  08  58  125  1000   

2   3   14  102  128  
100～299                     29  10  20  10  108  29  137  1000   

2  0   0   0  7  0   18  47  
300～  4．3  149  383    1000   

計   23   3  6  2   28   4   56  437  117  
07   14               5り3    05  6小4  09  128  1000   

（書芸…宗慧比）以下同様   
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香川大学経済学部 研究年報 22  ノクβ2  ー22－  

表3－2 従業者規模，年間操業日数別事葉所数と構成比   

150  200  250  260  270  280   290  

従業者（人）  
年間操業  日数  不 明  25                  （日）    →149  －199  ～249  －259  ー・269  ～279  －289   ～299   

0   0   0   0  

不  明   500   500   

9   2   4   2   5   16  53  
30～ 49                      54  0小6  12  2，4  12  30  66  9．6   319   

1   4   2   4   12   14  40  
50～ 99  5  口                  42  08  08  3小3  17  3，3  100  117   333   

100←299  0   4   13   13  24  
3小9  29  12小7  108  127   23，5   

300～   
4   0   0   2   4   6   4   5  3  

85  4小3  85  128  85  106   6．4   

計   22   2   3   14   28  38  48   121  
50  0り5  07  3．2  25  64  8，7  11“0   277  

300  310  320  330  340  350   計  平  均  
～309  －319  ～329  ～339  ～349  ～365   

0   0   0   0  2  

不  明   100．0  

46   0   3   0   3   166  292“0  

30～ 49                    277  66  18  18   1000   

21   4   0   5   5   120  2916  
50～・99  4。2  17  4“2   1000   

3   4   3   2   8   102  293り3  
100－・299                    108  2小9  39  29  20  7‖8   100．0   

300～   0   0   2  0   16  47  3060   
2，1  4。3  340  1000  

計   
79   18   4   13   4   32   437  2937  

18小1  4“1  09  3．0  09  7小3   100“0  
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四国の製造業におけるエネルギ1－消費の実態  －2ヲー  

表3－3 従業者規模，契約電力別事業所数と構成比  

50   100   300   500   1，000   

従業者（人）  

契約電力 （KW）  不  明  ロ               ・－ 49  ←99  ～299  ～・499  ～999  ー・1，999   
0   0   

不   明  
50“0   500   

25   17   35   62   17   6   2  

30 ～ 49  151   10。2   211   373   102   36   12   

19  捨  8   16   26   19   15  
50 ～ 99  158   67   133   217   158   92   125   

7   2   3   26   12   16  
100 ～ 299  6．9   20   2小9   255   15，7   118   15小7   

0   0   0  5  11  
300 －   21  106   234   

計   52   27   54   114   52   35   45  
119   6小2   124   261   119   80   103   

2，000  5，000  10，000  50，000  100，000   計  平  均   
ー・4，999  ～9，999  ～49，999  ←99，999  －499，999   

0   0   0   0   0  2  

不   明  1000  

2  0   0   0   0   166  
30 ～ 49   12  100．0   

5  0   0   0   120  
50 ～ 99  4。2  08  100亘0   

3   5   0   102  3，4824  
100 ～ 299   108   29   49   10  1000   

6   4   12   3   5   47  46，874．5  
300  128   8“5   255   64   10，6  100小0   

計   24   7   18   4   5   437  6，801．0  

55   16   41   0小9   100．0  
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香川大学経済学部 研究年報 22  ー24－  Jクβ2  

表3－4 従業者規模，消費電力別事集所数と構成比   

5万   1P万   50万   100万   500万   
5フラ未満  ー10万  ー50万  →・100万  ～・500万   ～1000万   

不  明   50，0   
0   0   0   0   

500  

22   
30 －、49  133   

37   19   54   18   13  2  

22小3   11小4   32小5   108   78  12   

18   
50 ←99  150   

22  畑10   31  9  

15   10  183   8小3   258  7。5   

100 －299   8   9   19   15   22  10  
78   88   186   147   216  9小8   

300 ～   2  
0   0   0   15  4  

43  319  85   

計   
51   61   30   95   43   82  25  

117   140   69   21．7   98   188  57   

1000万  5000万  1億   10億   計  
ー・5000万  ～1億  ～10億  →50億   

平   均   

0   0   0   0  2  

不   明  1000  

30 ～ 49   0   0   166  805，9024   
06   100‖0  

50 ～ 99   5  
0   120  3，193，381小9   

42   1000  

100 － 299   108   
4   3   0   102  14，970，2565  

3“9   29  1000   

300 ～   8   4   3   47   154，364，8335  
17小0   8小5   234   6り4   1000   

計   25   8   14   3   437  22，793，773小4  
57   18   3．2   07   100，0  
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四国の製造業におけるエネルギー・消費の実態  －25－  

表3－5 従業者規模，生産原価に占める電力費割合別事業所数と構成比  

50   100  15小0   
明  01  0。5  皿  30  

0   0   0   0   0   

不  明   500   500  

55   4   12   47   22   9   3  

30－49  24  7．2  283   66  133   54   18   

29   3   10   30   24   7   2  

50～・99  9“2  200   58   17   

22   4   10   31   14   10   
100・、－299  98   29   10   

9   4   3   12   3   4   4   

300← 191   85  64  25．5  64   85   85   2，1   

計   116   15   35   120   40   60   23   7  

26，5  34  8小0  275   92  13小7   53   16   

費  計  平 均   
～249  ～349  －449  ～549  ～・649  ←・100．0   

0   0   0   0   0  2  

不  明  1000  

2  0   0   0   0   166  4小9   

30－49  1小2   1000  

0   0   0   2  120  7小1   

50－・99  08   17   100“0  

100～299   
0   4   0   102   

39   10  1．0   10  1000   

300－   
2  0   4  0   0  47  

21   43  8．与  1000   

3   8   2   4   3   437   68  
計  07   1小8  0“5  09   02   07  1000  

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



香川大学経済学部 研究年報 22  ー26－  ノ夕β2  

表3－6 従業者規模，生産原価に占める燃料費割合別事業所数と構成比   

1小0   30   5．0   10“0   

明  01  0“5  

不  明   500   
0   0   0   0   

50。0  

72   
30～ 49  43小4   

8   14   13   18   5  

48   8“4   187   78   108   30   

36   
50 ←99  300   

12   8   24   α 9   16   7  

100   6小7  200   75   133   58   

36   
100 ～・299  

13   9   21   5   7   2  

127   88  206   49   69   2小0   

300 －   14   5   3   9   3   4   2  

29“8   106   64   191   64   8小5   43   

計   159   38   34   85   31   45   16  
364   8小7   7小8   195   7一1   103   37   

150  200  25小0  350   450   
～199  ～249  －349  ～44－9  ～549   

計  平  均   

0   0   0   0   0  2  

不   明  
1000  

30 － 49   06   
2   0   166   49  

06   12   0小6  1000   

50 ～ 99   2“5   

0   2  0   120  5“9   

25  17  1000  

100 ～ 299   2   2   102   6．5  
1小0   2．9   20   1。0   20  1000   

300 ～  5  
2  0   0  47  7，1   

106   4“3  1000  

計   
10   7   6   4   2   437   59  

23   1小6   1り4   0小9   05  1000  
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四国の製造業におけるエネルギー消費の実態  －27一   

表3－7 従業者規模，生産原価に占めるエネルギー費割合別事業所数と構成比  

10小0  15小0   
明  0小1  05  10  30  50  

0   0   0   0   0   

不  明   500  50．0  

73   3   20   18   13  
30～ 49  06   18  120  108  114   66   7。8   

37   2   3   18   5  

50－・99  17  2．5  15小0   92  133   9一2   42   

37   2   21   5   18   2   5  

100～299  1．0  20  206   49  176   20   49   

14   0   2   6   5   4   

300－  298  4“3  128  106   85   6．4   21   

計   162   4   65   58   27   24  
37一1   09   23  149   89  133   62   55   

エネルギー （％）  200  25小0  35一0  45。0  550  65．0   計  平 均   
従革者（人）   ～249  ～34小9  ー44．9  ～54“9  ～649  ～1000   

0   0   0   0  2  

不  明  1000  

2   3   2   0   166  98  
30－ 49  1小2   06   18   12  1000   

5   7   3   0   120  123  
50－ 99  42   58  0小8  25  0小8  1000   

0   3   2   2   102  130  
100～299  29  29  20   2‖0  1000   

3   5   2   0   47  174  
300～  64   21  10小6   43  21  1000   

計   12   12   9   2   3   437  122  
23   27  27  21   05   07  1000  
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－2β－  香川大学経済学部 研究年報 22  

表3－8 従業者規模，操業度別事業所数と構成比  

ノクβ2  

650   不  明′  01  250  350  450  550  

0   0   

不  明   500   

44   3   8   5   9   10   12  
30・、 49  265   18   48   30   54   60   7－2   

26   
50 ～・99  217   

2   2   4   5   

17   17   0，8   33   42   108   

22   
100～ 299  216  

2   4   4   13  
1一0   20   39   39   127   

300 ～   8   
0   0   2   6  

170   21  21  43   128   

計   
101   6   9   17   21   44  

231   1小4   25   2“1   39   48   101   

850   950   105．0  115小0   計  平  均   
～849  ～949  ～1049  ・－1149  

0  2  

不  明   500   100一0  

36   
30 － 49  217   

25   13   0   166   73．0  
15小1   7小8   06  1000   

23   
50 ～ 99  192   

24   19   0   120   803  
200   158  08  1000   

22   
100 ～ 299  216   

21   12   0   102  803  
206   118  1．0  100－0   

300 ～   13   3   2   47  833  
27小7   64   21．3   2，1   43  1000   

計   
95   73   54   2   4   437  780  

217   16．7   124   05   09  1000  
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四国の製造業におけるエネルギ1－消費の実態  －29－  

表3－9 業種，従業者規模別事業所数と構成比   

不  明  30 ～49  50 ■－、99  100～・299  300・－   計  平  均   

0   3   4   5   23  
不  明  478   13小0   17一4   217  1000   

食 料 品   
0   19   17   10   4   50  1380  

380   34小0   20小0   80  1000   

繊   維   
15   7   6   5   34  183－2  

29   441   20－6   17小6   147  1000   

衣服…他の   0   19   19   9   0   47   784   
繊椎製品  404   40小4   19一1  1000   

パルプ・紙   0   19   13   44  1006  
432   295   250   23  1000   

化   学   
0   5   10   16   7   38  2525  

132   26－3   42小1   184  1000   

窯業・土石   
25  9  4  0  38  551   

658  23－7  10小5  1000  

鉄   鋼   
0   5   2   11 193 5 

455   27小3   91   182  1000   

非鉄金属   
0   6  5  12  

50，0   83  417   100．0   

金属製品   0   
17   7   8   4   36  158－4  

472   194   222   111  1000   

w般機械   
0   15   4   45  1661  

333   222  356   89  1000   

電気機械   
0   7   9   8   5   29  2205  

241   310   276   17小2  1000   

9   5   5   5   25  2311  
輸送用機械   40   360   200   20小0   200  100“0   

精密機械   
0  2  3  0  5  

400  600  100小0   

計   2   166   120   102   47   437  1623  
05   380   27小5   233   108  100小0  

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



香川大学経済学部 研究年報 22  ノクβ2  －3クー  

表3－10 業種，操業時間別   

不 明  1～・ 6未満  6、・7  7→・8  8：00 ～8：15  8：15 ～8：30  8：30 ～8：45  8：45 ～9：00   

不  
0   0   5  0   

明   4小3  1畠0    21－7  4“3   

3   10   25   0   

食  料  品  60  20  2一0  200  500  2．0   

繊  
0   0   0   2  0   

維   29  324   

0   0   0   12  33  0   0   0   

衣服巾他の 繊維製品  255   702  

4  

パ ル プ・紙  91   
0   0   4  9  0   2  0   

9 1 20 5 4．5  

化  学   0   0   0   2  4  0   0   

53    105  

窯 業一・土 石   2   2   7   14   0   0  

26  5小3  53  18．4  368  26   

鉄  
0   0   2  0   

鋼   91  273    182  91   

非 鉄 金 属   83   
0   0   2  

167   83   

金 属 製 晶   28  
0   0   8   10   3   

222  278  28  83  2，8   

4   

ー般 機 械  89  
0   0   9   6   

200  244  22  133  22   

2  

電 気 機 械  6小9   

0   0  4  16  0   2  0   

13小8   552  6小9  

3  

輸送用機械    120   
0   0  5  4  0  5  

200    160  20小0   

精 密 機 械   
0   0   0  2  0   0   

400   

計   
22   3   3  69  147   4   25   4  

50  07  07  158  336  0小9  57  09  
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四国の製造業におけるエネルギ1一消費の実態  －3ユー  

事業所数と構成比  

9「－10  10～15  15～16  16一、17  17～18  18～・23  23～24  24   計  平  均   

0   0   0  5  0  6  23  
43  43  217  261    1000  

6  2  0   0   0   0   0  50  85   
12小0   40  20  100一0  

0   2   2   4   0   2   0   9   34   150  
59  59  118  59  265  1000   

0   0   0   0  47  8．1   
2“1   100小0  

0   2   19   44   171   
2．3  23  2．3  45  23  432  1000   

2   3   0   0   3   13  38   187   
3  79  26  263  79  34小2  1000  

5  2  0   0   0   2  0   2  38  96   
132   53  53  53    1000  

0   0   0  2  0   122   
9一1  182  1000  

0   0   0  2  0  4  12  16小7  

83  167  333   100一0  

7  4  0   0   0   0   36  93  
19小4    111  28    1000  

6  5  0   0   0   45  95   
133    111  22  22    1000  

2  0   0   0   0  29  91  
6小9   34  34  1000  

6  0   0   0   0  25  8．7   
24“0   1000  

0   0   0   0   5  8小8   

200  100‖0  

38  23   3   6   2  28   4   56  437   117   
87  5小3  0小7  14  05  64  09  12一8  1000  
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香川大学経済学部 研究年報 22  ノ√クβ2  －32－  

表3－11業種，年間操業日数別  

25  150  200  250  260  270  280   
不 明  

不  明   
0   0   0   2  3  

43   87    130   

食  料  品   
3   0   2   2   0   6   2   3  

60  4小0  40  120  40  60   

繊  
2  0   0   0   0  4  0   3  

維  59  118  88   

0   0   2   

衣服 小 他の   21  21  21  43  234   

4   

パ ル 70・紙  
0   2   3   4   5  

23  4 5  68  91  114   

化  
0   0   3  4  4  

学   2，6  7－9   105    105   

0   0   0   0   0   0   4  

窯 業・土 石  2．6    105   

鉄  鋼   
0   0   0   0   

91   18一2   

非 鉄 金 属   83   
0   0   0   0  2  0   

83  167  

金 属 製 品   28  
0   7   

28  28  28  19小4  28   

4  

ー般 機 械   89   
0   0   4  6  9  

2小2  8小9    133    200   

0   0   4   4   5   3   3  

電 気 機 械   34  138  13一8  172  103  103   

4  0   0   2  4  0   

輸送用 機械    160  40   40   80    160  

精 密 機 械   
0   0   0   

200   200   

計   22   2   3   14   28  38   48  
50  0．5  07  3小2  2小5  6．4  87  110  
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四国の製造業におけるエネルギー・消費の実態  －ユヲー  

事業所数と構成比  

290  300  310  320  330  340  350   
～299  －309  ～319  －329  －339  ～349  ・⊥′365   計   平  均  

6   5   0   3   0   2   23  
261  21小7  43  13小0  87   1000   

9   5   0   0   5   50   2927   
18，0  260  100  100   1000   

9   0   3   34   300．8   
324  265  29  29  88   100．0   

21  9  0   0   47  2874   
447    191   100，0  

7   2   0   3   44   2873   
250  159  2“3  45  68   1000   

2   5   3   12   38   3162   
53  2－6  26  26  132  79  316   1000   

9   17   3   0   3   0   38   3038   
237  447  79  79  26   100．0   

3   0   0   0   2903   
273  91  91   100，0   

0   0   5   12   320．6   
83  83  83  417   100小0   

16  4  4  0   0   0   0  36  2874   
44小4    111    111  1000  

15  5  0   0   0   45  2867  
333    11．1  22  1000  

7  2  0   0   0   0  29  270．9  
241   6．9   100．0  

7  5  0   0   0  25  285小9  
28“0    200   40  100“0  

3  0   0   0   0   0  5  2825   
600  1000  

121   79   18   4   13   4   32   437   2936   
277  181  41  0‖9  3“0  0小9  7，3   1000  
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J夕β2  －34－  香川大学経済学部 研究年報 22   

表3－12 業種，契約電力別  

1，000  不 明  1■－49  50～99  100～299  300～499  500～999   ～1，999   

4   5   2  

不  明   43  8－7  4 3   174   217   43   87   

食  料  品   
5   4   10   13   5   3   8  

100  80  200  260   100   60   16“0   

5   2   3   8   3   6  

繊  維  29   88   176   

13   10   15   9   0   

衣服・・他の  191   

4   

パ ル プ・一 紙  
0   3   9   7   

68  205   250   15．9   68   

化  
3   4   6   2   7  

学  26   105   158   53   18．4   

7   0   4   18   2   3   

窯 業・土 石  105  474   53   79   26   

鉄  鋼   
0   0   2  2  0   

91  182  182   91  

2  0   0   3  

非 鉄 金 属    167  8．3   250   

金 属 製 品   
3   4   15   5   6  

2，8  83  111   417   13小9   28   167   

3   14   10   6   2  

一・般 機 械   67  67  67  311   222   133   44   

3   2   6   2   3  

電 気 機 械  34   69   103   

4   3   2   4   6   4  

輸送用 機械                 16．0  40  120   80   160  240   16一0   

精 密 機 械   0  4  0   0   

200   800  

計   52   27   54   114   52   35   45  
119  6一2  124  261   119   80   10“3  
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四国の製造業における1エネルギ、一消費の実態  －35－  

事業所数と構成比  

10，000   50，000   100，000   
2，000  5，000  計   平   均   

3   0   2   23  
130  43   87   43   1000   

2  0   0   50  5929   
40  100小0  

2   2   0   34  5，6211   
59   29   59   2．9  100小0   

0   0   0  47  930   
1000  

5   0   0   44  9，0914   
114  2．3  23   1000   

5   5   5   0   38  6，2931   
132   132   132  1000   

0   0   38  
53  26  1000   

3   0   0   11  10，6836   
273  91   1000   

0   0   0  3  12  
25．0  250  100．0   

0   0   0   0  36  
2－8  100小0   

2   0   0   45  2，0376   
22   22   44  100．0   

0   0   0  29  484－2   
34   100，0  

0   0   0  25  
40  100小0   

0   0   0  5  199小5   

100．0  

24   7   18   4   5   437  6，8010   
5小5   16   41   09   1000  
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香川大学経済学部 研究年報 22  Jク♂2  －36－  

表3－13 業種，消費電力別  

5万   10万  50万   100万   
消響電力  不  明  1′・・・           業種 （聖讐   5′万未満  ～10万  ー50万  ～100万  ■・・・′500万   

不  明   
2   2   2   3   2   

87   87   87   130   87   217   

食  料  品   
9   5   13   6   13  

180   100   20   260   120   26小0   

繊  維   
2   5   2   7   4   3  

59   147   5小9  206   118   臥8   

16   9   12   0   0   

衣服・他の   213   340   191   255   

パ ル ■70・・紙   5   4   7   16  
23   114   23   91   15．9   36。4   

化  学   
2   2   3   5  

26   5．3   26   53   79   13小2   

窯 業・土 石   
5   3   2   20   4  

132   79   53   526   26   105   

鉄  鋼   
0   0   0  2  3  

182  273   91   

非 鉄 金 属  
2  0   0   0  4  

167   83  333   

金 属 製 品   
3   3   6   8   6   9  

83   83   16．7  222   167   250   

ー般 機 械   
4   6   15   9   6  

89   133   2 2  333   200   133   

電 気 機 械   
4   9   4   7   0   4  

138   310   138  241  13“8   

7   

輸送用 機械  280   
4   0   0   12  

160  40   480   

精 密 機 械   200  
0   2   0  

200   40小0   20．0   

計   51   61   30   95   43   82  
117   14．0   69  21小7   98   188  
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四国の製造業におけるエネルギー消費の実態  一37－  

事業所数と構成比  

500万  1000万  5000万  1憶   10憶   計   平  均   
～1000万  ～5000万  一－・・1滝  ～10佗  へ・50億   

2   0   23  
87  130  1000   87  

3  0   0   0   0  50  1，709，7557   
60  1000  

7   2   0   34   18，841，6477   
206   29   2，9   59  1000   

0   0   0   0   0  47  126，3511   
1000  

3   5   0   44   37，343，4999   
68   114   23  23   1000   

5   4   4   0   38  41，229，3107   
132   289   105   10小5  1000   

0   2  0   0  38  9，091，8287  
53  26  1000  

3  0   2  0   42，769，1560   
27．3  182  1000  

0   0   2   2   12  309，098，2712   
83  167   167   1000   

0   0   0   0  36  2，980，9698   
28  1000  

0   3  0   0  45  4，473，7073   
67   22  1000  

0   0   0  29  884，9997   
34  1000  

0   0   0   0  25  3，713，8885   
40  1000  

0   0   0   0  5  356，2495   
1000  

25   25   8   3   437  22，793，7734   
5小7   57   18   32   07   1000  
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一3β－  香川大学経済学部 研究年報 22  ノダβ2  

表3－14 業種，生産原価に占める  

05  10  30  50  10．0  15． 

業種   
電力費   く％）   不 明  01            ，0    ～04  一・・′09  ～29  一、・49  へ・9小9  ～149  －19一9   

不  
5   2   0   2   3   4   

明  217  87  130  174  43   

17   3   18   3   5   

食  料  品                   340  2“0  60  360  6小0  100  20  20   

繊  
4   5   2   

維                   324  29  29  265  118  147  59  29   

衣服・・他の   21   2   3   14   2   2   

繊 維 製 品  447  43  6一4  298  43  43  21   

8   パ ル プ・紙  0   
6   9   15   2   0  

13小6  20．5  68  341  45   

化  
4   0   2   7   6   3   

学  53  184  15∴8  289  79  26   

4   8   2   3   4   0  

窯 業・土 石                   289  26  105  21“1  53  79  105   

鉄  
3   0   0   2   2  

鋼  91  182  91  9小1  18一2   

3  非 鉄 金 属    250   0   0   2  2  0   0   

83    167    167  

5   2   3   7   5   2   0  

金 属 製 品                   139  5小6  83  30，6  194  139  5．6   

4   17   3   5   

－般 機 械                   244  22  89  378  67  111  6小7  22   

8  2  3  12  4  0   0   

電 気 機 械    276   69    103   414    138  

9  6  6  0   2  0   0   

輸送用 機械    360   4小0    24．0    24小0  80  

精 密 機 械   
0  2  0  2  0   0   0   

400  400  200  

計   
116   15  35  120   40  60   23   7  

26，5  34  80  275  9．2  13小7  5“3  16  
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四国の製造業におけるこ仁ネルギー消費の実態  －39－  

電力費割合別事業所数と構成比 

200   250   350   45小0   550   650   計   
～249  －349  ー449  ←549  ～649  ～1000   平  均   

0   0   0  23  
43   1000  

0   0   0   0  50  4…2   

20  1000  

0   0   0   0   0  34  5小0   

1000  

0   0   0   0  47  60   
21  2一1  1000  

0   0   0   0   0  44  5′′8   

23  1000  

0   2   0   0   38   105  
53   26  26   1000   

0  4  0   0   0   38  11一1   

105  26  1000  

0   0   0   0   0   143   
9小1  1000  

0   0  3  0   0   12  
8一3  250  100小0   

0   0   0   0  36  44   
28  1000  

0   0   0   0   0  45  41   
1000  

0   0   0   0   0   0  29  2小0   

1000  

0  0  0  0  0  ロ 40   25 100小0  71  0  0  0  田  0  0   5 1000  24  3  8  2  4  ロ  3   437  68  07  18  0小5  0“9  0，2  0小7  1000  
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ブタβ2  －40－  香川大学経済学部 研究年報 22   

表3－15 業種，生産原価に占める   

不  明  0小1～0小4  05－09  10～29  3．0～・49  5小0－99  100 ～14“9   

6   2   2   5   3  

不  明  261   87   87   87   87   217   130   

17   3   3   18   2   4   

食 料 品  340   60   60  36小0   4一0   80   20   

14   5   5   3   2  

繊  維  412   29   147   147   88  5一9   

衣服・・他の   21   3   4   10   5   2   

繊維製品  447   64   85  213   106   43   21   

パル■70小紙   250   
3   3   7   3   15   

68   68   159   6一8   341   

8   0   7   3   5   4  

化  学  21一1   26  184   79   132   10“5   

13   
窯業・土石  342  

0   2   6   5   3   

5，3   158   132   7小9   7小9   

0   0   3   2   2  

鉄   鋼   273  273   91   182   182   

5  

非鉄金属  41“7   

0  2  0  3  

83  167  250   

10   
金属製品  278   

6   2   3   5   

167   56  250   83   139   

23   
ー・般機械  511   

5   7   8   

111   15小6   178   22   

14   
電気機械  48小3   

4   3   6   2   0   0  

138   103  20一7   6小9   

14   6   

輸送用機械  560   240   
3   0   0  

120   4小0  40   

精密機械   
0   0   0   

600  200   

計   159   38   34   85   31   45   16  
364   87   78   195   71   103   3．7  
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四国の製造業におけるエネルギー消費の実態  －4ユー  

燃料費割合別事業所数と構成比  

150 ー・199  200～249  250－349  350－449  45，0－549   計   平  均   

0   0   0   23  
43  1000  

0   50  44   
20   20   1000  

3  0   0  34  66   
88   2小9  100ハ0  

0   0   0   0  47  4小2   

21  1000  

0   0   0  44  55   
23   23  1000  

2   4   2   0   2   38   132   
53   105   53  53   1000   

2   2   0   38   10．2   
2“6   53   5“3   26  1000   

0   0   0   0   6′′2   

1000  

0   0   0   0   12  6。3   

83  1000  

0   0   0   36  38   
2“8  1000  

0   0   0   0  45  30   
22  1000  

0   0   0   0  29  1，5   
1000  

0   0   0   25  12   
1000  

0   0   0  5  1．3   
1000  

10   7   6   4   2   437   59   
23   16   14   09   0，5   100，0  
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香川大学経済学部 研究年報 22  ノダβ2  －42－  

表3－16 業種，生産原価に占める   

0－5  10  30  50  10．0  15．0  

業 種 エネルギー  （％）  不 明  01                ー04  ～09  ～・29  ～4．9  ～99  ・－・14．9  ←199   

不  
6   0   0   4   5  

明  130  174  43  217   

17   0   7   12   7   

食  料  品  14“0  240  140  2．0  20   

繊  
14   0   7   

維  29  20一6  29  88  2“9  29   

衣服・・他の   22   2   6   6   

繊 維 製 品  468  21  43  128  128  12，8  21  21   

パ ル プ・紙  0   0   7   3   5   8   7  

159  68  114  18小2  159   

化  
8   

学  
0   0   2   9   3   3  

53  26  23．7  79  79   

13   
窯 業・土 石  

0   0   3   3   7   

79  79  184  26  26   

鉄  
3  0   0   0   0   3  2  

鋼    273  91    273    182   

5  非 鉄 金 属    41．て   0   0   0   

8小3   

金 属 製 品  0   2   5   3   8   5   

5一6  13．9  83  22，2  13小9  28   

23   
一・般 機 械  

0   4   2   2   

2．2  244  89  44  44  22   

15  電 気 機 械   517   0   0  6  5  3  0   0   

207    172    103  

14  輸送用機械   560   0  3  6  0   0   

120    240   40   

精 密 機 械   0   
0  2  0   0   

200   40“0  

計   162   4   10   65  39   58   27   24  
37。1  09  23  149  89  13小3  62  55  
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四国の製造業におけるヱ・ネルギ、一消費の実態  －4β－  

エネルギー費割合別事業所数と構成比  

200   250   350   450   550   650   
－・249  ～349  ー・449  ′－549  ～649  ～・1000   訂   平  均   

0   0   0   23  
4－3   43   43  100小0   

0   0   50   8，7   
20   20   20   20  100小0   

4   0   0   0   34   115   
118   29   29  1000   

0   0   0   47  94   
21  21  1000  

0   0   44   117   
23   23  23  1000   

0   5   5   0   38   216  
132   132   26  26   1000   

3   2   2   2   0   38   187   
79   53   53   53   26  1000   

0   0   0   0   200   
91  91  1000  

0   0   0   12   251  
83   83   83  1000   

0   0   0   0   0  36  8 5   
28  1000  

0   0   0   0   0  45  66   
22  1000  

0   0   0  29  38   
1000  

田  0  0  0  0  ロ 40   25 1000  103  0  0  0  0  0  0   5 1000  36  田  12  12  9  2  3  437  12一2  2 3  27  27  21  0小5  07  1000  
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－44－  香川大学経済学部 研究年報 22  ノクβ2  

表3－17 業種，操業度別  

250   350   45小0   550   650   
業 種  操業度 （％）  不  明  皿                ・・・－24小9  ー349  －449  ～549  －649  －749   

5   

不  明  217  
0   2   0   

43   43   8一7  43   

20   
食 料 品  40小0  

0   6   5  

20  120   2．0   100   

12  
繊  維  353   

0   0   0   0   0   3  

8．8   

衣服・他の   17   0   0   0   0   4   

繊維製品   362  21   85   

5   

パルプ小紙  114  
0   0   2   4   7  

23   45   91   15小9   

化   学   3   
3   3   10  

79  26   2一6   79   79   263   

5   

窯業巾土石  132   
6   4   2   3   3  

79   158   105  53   79   79   

鉄   鋼   0  2  0   0   0   

18小2  91  9小1  

3  

非鉄金属  250   
0   0   0   0   

83  83  

5  

金属製品  139   
0   0   4  

2。8   28  111   

7  

ー・般機械  156   
0   0   0   2  

22  44   22   

9  

電気機械  31．0   
0   0   0   3  

34  103   

輸送用機械   400  
0   3   3  

40   40   40   12．0   120   

精密機械   0   
0   0   0   0   0   0   

計   
101   6   9   17   21   44  

231   14   25   21   39   48   101  
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四国の製造業に．おけるエネルギー消費の実態  －45－  

事業所数と構成比  

750   85，0   950   1050   
1150一・・－   計   平  均   

～・849   

4   3   0   23  
174   217   130   43  1000   

3   3   0   0   50   730   
220   60   60  1000   

6   8   5   0   0   34   868   
176   235   147  1000   

9   7   9   0   0   47   863   
191   149   19．1  1000   

9   5   0   0   44   784   
250   20小5   114  1000   

7   2   8   0   0   38   75小4   

184   53   21亘1  1000   

8   3   38   568   
211   7．9   26  1000  

7  0   0   0   0   11  622   
63一6  1000  

4   2   0   0   12   758   
333   83   167  1000   

7   7   0   0   36   838   
30一6   194   194  1000   

6   20   6   0   2   45   87一8   

133   444   133  44   1000   

5   5   4   29   87“4   

17小2   17小2   138   3．4   34   100 0   

3   0   25   705   
120   40   40  4小0   1000  

3  2  0   0   0  5  840   
60．0  400  1000  

95   73   54   2   4   437   780   
21“7   16小7   12．4   05   09   1000  
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香川大学経済学部 研究年報 22   

表3－18 業種，従業者規模別日負荷率  

－46－  
J夕β2  

不  明  1 － 49 人  50 － 99 人  100～299 人  300人へ   平 均   

304，327，608，  196，287，358，  246，274，322，  637   
食 料 品  381，95   503，629   

（530）   （323）   （395）   （430）  

319，332，337，  521，790   811   676，889，977   
繊  維  

（396）   （656）   （811）   （586）  

衣服他  
333   281   

の繊維製品  （333）  （281）  （307）   

329，346，351，  500，729，741，  323，360，612，  960   
パル■70紙  

973  （617）   （772）  943，1000（714）   （710）  

296，333，405  825，976   562，779，792，  
化  学  922947967   

（345）   （795）      （901）  1000，1000（871）  969，971（861）   

233，295，333，  273，354，371，  382，794，930  
窯菜土石  384   

（306）  （346）   （702）   （418）  

317，347   222，433，657  969   
鉄   鋼  

（332）   （437）  （491）         （969）   

411   969   956，984   
非鉄金属  

（411）   （969）   （830）         （970）   

333，417   335  857   
金属製品  

（375）   （335）  （486）         （857）   

491   323，649   413，442，528，  
－般機械  651   

（491）  （486）  （509）  （500）   

316，333，357，  450，514，548   
電気機械  363   

（342）  （504）  （412）   

49 O 368，394，506   
輸送用機械  

（490）  （423）  （440）   

精密機械  
（－）   

平 均  （490）   （440）   （506）   （682）   （726）   
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四国の製造業におけるエネルギー消費の実態  

表3－19－1従業者規模，省エネ対策（l）別事莫所数と構成比   

－47－   

施  計   
省エネ  対策（1） 従業者（人）  無回 答  実  している  将来実施 する予定  その他  

0   0   0  

不  明  1000  100小0   

1～49   36   26   40   23   125  
28小8  20弓   320   18“4  1000   

50′、・99   
21   29   33   12   95  

221  30，5  34，7   126  100小0   

100～299   16   25   20   12   73  
21．9  ．34．2   27一4   16“4  100．0   

300へ 
9   26   3   4   42  

214  619   71   95  1000   

計   
83   106   96   51   336  

24亘7  315   286   15“2  100－0   

表3－19－2 従業者規模i省エネ対策（2）別事集所数と構成比   

実 施  
無 回答    している   する予定  そ の他  計   

不  明  100小0   

0   0   0  

1000   

1～49   
37   26   39   23   125  

296  20，8  31。2   184  100，0   

50～99   
20   42   27   95  

211  44小2  284   6．3  100．0   

100～299   
12   35   17   9   73  

16小4  479  233   123  1000   

300～   
5   31   5   42  

11．9′  738   11“9   2小4  100．0   

計   
75   134   88   39   336  

22小3  39．9  軍62   11小6  1000  
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ノクβ2   香川大学経済学部 研究年報 22  －4β－  

表3－19－3従簾者規模，省エネ対策（3）別事業所数と構成比   

無回 答  実 施 している  将来実施 する予定  そ の 他  計   

1  0   0   0  

不  明  100小0  100小0   

40   23   36   26   125  
1←49  320   184  288   20…8  1000   

21   32   30   12   95  
50～99  22り1   337  316   12．6  1000   

13   28   18   14   73  
100■、・299  17“8   384  247   19小2  1000   

8   25   9   0   42  
300′・・′  19“0   59‖5   214  100．0   

計   83   108   93   52   336  
247  321   27小7   155  1000   

表3－19－4従業者規模，省エネ対策（4）別事業所数と構成比   

無回答  実 施 している  将来実施 する予定  そ の 他  計   

0   0   0  

不  明  100．0  1000   

48   6   19   52   125  
1－49  384   48   152   41．6  1000   

33   6   14   42   95  
50～99  347   6小3   147   44．2  100．0   

22   6   34   73  
100～299  301   82   15．1   466  1000   

13   14   3   12   42  
300～  310   33小3   7．1   28り6  1000   

117   32   47   140   336  
計  348   9小5   140   417  100．0  

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



－49－   四国の製造業におけるエネルギー消費の実態   

表3－19－5従業者規模，省エネ対策（5）別事業所数と構成比   

計   
無 回答  実 施 している  将来実施 する予定  そ の 他  

0   1  

不  明  1000   100小0   

53   3   59   125  
1一－49  424   24   80   472  1000   

34   5   12   44   95  
50・－99  358   53   126   463  100．0   

24   6   10   33   73  
100～299  329   82   137   452  100小0   

15   4   5   18   42  
300～  357   95   119   429  100“0   

計   127   18   37   154   336  
378   54   11“0   458  100．0   

表3－19－6従業者規模，省エネ対策（6）別事業所数と構成比   

無 回答  実 施 している  将来実施 する予定  そ の他  計   

0   0   0   1  

不  明  1000  1000   

48   9   26   42   125  
1、・49  384   72  20小8   336  100．0   

31   9   17   38   95  
50へ99  326   95   179   400  100．0   

21   16   13   23   73  
100～299  288  219   178   31亘5  1000   

15   6   7   14   42  
300～  357  143   16．7   33。3  100．0   

計   116   40   63   117   336  
345  119   188  348  100‖0  
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表3－19－7従弟者規模，省エネ対策（7）別事貴所数と構成比   

ノクβ2   一5（）－  

無回答  実 施 している  将来実施 する予定  そ の 他  計   

0   0   1  

不  明  1000   100．0   

98   6   20   125  
1－49  784   08   48   160  100．．0   

73   3   8   11   95  
50－99  768   32   8小4   116  1000   

52   10   4   7   73  
100－・299  712   137   5小5   96  1000   

28   8   2   4   42  
300｛ 667   190   4．8   9“5  1000   

計   252   22   20   42   336  
750   65   6．0   125  100．0  
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－5J－   四国の製造業における、エネルギー・消費の実態  

表3－20－、1 業種，省エネ対策（り別事葉所数と構成比   

無 回答  実 施 している  将来実施 する予定  そ の 他   計   

3   9   6   5   23  
不  明  130   391   261   21小7  100小0   

食 料 品   
7   15   14   7   43  

163   349   326   16り3  1000   

10   8   9   3   30  
繊  維  333  267   300   10“0  100小0   

衣  服・   13   5   9   38   
他の繊維   34一2   13．2   237  28小9  1000   

8   10   8   37  
パル170・紙  216   27“0   29．7   21．6  100，0   

8   7   0   34  
化  学  235   559   206  100小0   

7   8   10   3   28  
窯業・土石  250  286   357   10．．7  1000   

鉄   鋼   
0   4   2   7  

57．1   28．6   143  100。0   

非鉄金属   
0   8   2   11  

727   182   9．1  100．0   

5   4   5   25  
金   属  20小0   160   440  20小0  100．0   

5   7   7   2   21  
一般機械  238  333  33小3   9小5  1000   

7   5   7   20  
電気機械  35小0   250  350   50  1000   

2   

輸送用機械  125  
0   4   16  

250  1000   

精密機械   
0  2  0  3  

667   1000   

計   83   106   96   51   336  
247  31小5  28．6   152  1000  
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表3－20－2 業種，省エネ対策（2）別事業所数と構成比   

ノダβ2   －52－  

無回 答  実 施 している  将来実施 する予定  そ の他  計   

不   明   
12   6   23  

4“3   522   261   174  100小0   

4   19   15   5   43  
食 料 品  9、3   442   34．9   116  1000   

8   12   30  
繊  維  267  400   30．0   33  100小0   

衣  服 13   6   10   38   
他の繊維   342   15小8   237   263  100小0   

10   17   
パルプ小紙  

7   3   37  
189   81  100小0   

6   21   5   2   34  
化   学  17．．6  618   147   59  1000   

7   6   4   28  
窯業…土石  250   214   39小3   143  100．0   

0  5  2  7  

鉄   鋼  714   28“6    100小0   

9   0   

非鉄金属   9亘1   818  91  100小0   

5   6   9   5   25  
金   属  20…0  240   360   20．0  100，0   

4   7   0   21  
－・般機械  190   476   333  1000   

7   7   6   0   20  
電気機械             35小0   350   300  1000   

9   3   2   2   16  
輸送用機械             563  188   125   12小5  100．0   

0   2  0  3  

精密機械  33小3  667  100小0   

75   134   88   39   336  
計  223  39“9   26‖2   116  100“0  
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－ぷ－   四国の製造業におけるエネルギー消費の実態   

表3－20－3業種，省エネ対策（3）別事菓所数と構成比   

無回 答  実 施 している  将来実施 する予定  そ の 他  計   

3   9   9   2   23  
不  明  130   391   39一1   87  1000   

7   16   12   8   43  
食 料 品  163  372   279   186  1000   

8   13   7   2   30  
繊  維             26．7   43小3   23．3   67  1000   

衣  服 13   6   12   7   38   
他の繊維  34，2   15．8   31小6   184  100小0   

10   9   7   37  
パル■70・紙  29．7   189  100．0   

7   15   7   5   34  
化  学             20小6  44“1   206   147  100．0   

7   8   6   7   28  
窯業い土石  250  286   214   250  1000   

2   2   2   7  

鉄   鋼  143   286   28小6  100．0   

6   3   

非鉄金属   91   545   9“1   273  1000   

5  3  9  8  25  
金   属  200  120  360  32“0    100小0   

6  9  6  0  21  
機械    286  42“9  286  100．0   

7  7  20  
350   350   100．．0   

7  6  2  16  
輸送用機械    438    375  12小5   6り3   100．0   

0   2  3  

33‖3  667   1000   

83   108   93   52   336  
247  32，1   277   15．5  1000  
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表3－20－4 業種，省エネ対策（4）別事業所数と構成比   

ノクβ2   －54－  

無回 答  実 施 している  将来実施 する予定  そ の 他  計   

5   4   3   23  
不  明  217   174   130  478  100．0   

食 料 品   
9   7   12   15   43  

209   16亘3  279   349  1000   

14   2   3   30  
繊  維  467   67   10小0   367  1000   

衣  服・   15   4   18   38   
他の繊維   395   26   105   474  100．．0   

12   
パルプ…紙  324   

4   20   37  
27   10小8   541  1000   

13   
化  学  382   

4   7   10   34  
118  206  294  1000   

窯業・・土石   357   
2   6   10   28  

71  214  35．7  100。0   

3   

鉄   鋼  429   
0   3   7  

143  42．9  100，0   

3   

非鉄金属   ロ  
27小3   

6   

91   545  100．0   

3   2   13   25  
金   属   7           280   120   80   52．0  1000   

10   
－・般機械  

2   8   21  
95   4り8  381  100小0   

8   

電気機械  
3   8   20  

5“0   150  40小0  100．0   

10   
輸送用機械  

0   5   16  
63  313  100り0   

精密機械   0   
0   2  3  

33．．3  66．7    1000   

計   117   32   47   140   336  
34．8   9．5   14．0   41．7  100．0  
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四国の製造業におけるエネルギー・消費の実態   

表3－20「5業種，省エネ対策（封別事葉所数と構成比   

－5∂－   

無回 答  実施 している  将来実施 する予定  そ の 他  計   

3   3   4   13   23  
不  明  13．0  130   174   565  1000   

14   3   9   17   43  
食 料 品  326   70   209   395  1000   

15   2   12   30  
繊  維  50小0   3小3   6て   400  1000   

衣服 18   0   3   17   38   
他の繊維  474  7小9   447  1000   

12   2   5   37  
パルプ・紙  324   54   135   486  1000   

14   5   2   13   34  
化   学  412  147   59   382  1000   

10   2   5   28  
窯業・・キ石  357   7．1   179   393  1000   

3  0   0  4  7  

鉄   鋼  429  57小1    100．．0   

8   

非鉄金属   91   91   9．1   72．7  1000   

8  0   17  25  
金   属  320   680    100“0   

0   2  8  21  
ーL般機械   524  9．5    381    100小0   

8  2  9  20  
電気機械    400   50  10小0    450    100小0   

10  0   5  16  
輸送用機械   625  63    313   100小0   

0   0   2  3  

精密機械  333    66．7    100小0   

127   18   37   154   336  
計  378   54   11小0  45．8  100．0  
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表3－20－6 業種，省エネ対策（6）別事葉所数と構成比   

－56－  ノ紺2   

無回 答  実 施 している  将来実施 す－る予定  そ の 他  計   

4   6   9   23  
不  明   174   174   261   391  1000   

13   
食 料 品  302   

2   12   16   43  
47  279  372  1000   

14   
繊  維  467   

2   5   9   30  
67   167  300  1000   

衣  服 14   2   9   13   38   
他の繊維  368   53   23．7  34．2  100．0   

12   
パルプ・紙  324   

5   7   13   37  
135   189   351  100小0   

13   
化  学  382   

6   5   10   34  
176   147  294  100“0   

9   

窯業・土石  321   
6   4   9   28  

21“4   14…3  321  100．0   

3   3   7  

鉄   鋼  42“9  143   429  100．0   

非鉄金属   
3   6   

91   9小1   27．3  545  100小0   

5   6   4   10   25  
金   属  200   240   16．0  400  100小0   

10   
ー・吸機械  

3   7   21  
4“8   143  333  1000   

8   

電気機械  40．0   
2   3   7   20  

100   15．0  350  100小0   

10   
輸送用機械  

0   5   16  
63  313  1000   

精密機械   
0  2  0  3  

667   100小0   

計   
116   40   63   117   336  

34．5   119   18小8  348  1000  
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－57一   四国の製造業におけるエネルギー消費の突態   

表3－20－7業種，省エネ対策（7）別事業所数と構成比   

無回 答  実 施 している  将来実施 する予定  そ の 他   計   

23  
不  明   78．3   8小7  13．0  1000   

27   2   4   10   43  
食 料 品  628   47   93   23．3  100．0   

26   3   0   30  
繊  維  867   100   3り3  1000   

衣  服 32   0   2   4   38   
他の繊維   842  5小3   10、、5  100、、0   

25   2   5   5   37  
パルプ小紙  676   5小4   135   13．5  1000   

24   6   2   2   34  
化   学  706   176   59   5…9  1000   

19   2   2   5   28  
窯英‖土石  679   71   7一1   17 

4   1   0   2   7  

鉄   鋼  57小1   143  286  100．0   

5   4   

非鉄金属  455   91   364  100．0   

19   2   25  
金   属  760   40   80   120  100小0   

18   21  
ー般機械  48   48   4．8  100“0   

18  2  20  
電気機械   900   10…0    1000   

14   16  
輸送用機械  875  6一3   63          1000   

3  0   0   0  3  

精密機械    1000  100，0  

252   22   20   42   336  
750   65   60   125  1000  
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ⅠV  

4．1確率過程としての取扱い   

本節では時系列データを確率過程として取扱い，時間領域や周波数領域にお  

ける統計的性質を求めるための手法について論じる。   

－・般に我々が興味の対象とする不規則現象を観測する場合，観測結果は毎回  

異なった時間関数．方（烏）（g）（々＝1，2，…，乃）の形で与え．られることが多い。そ  

こでこのような時間関数ズ（烏）（才）の集合を考え，   

ズ（′）＝（ズ（1〉（才），．方（2）（才），…，．方（乃）（り）  （1）  

とするとき，この方（g）を確率過程と呼ぶ。確率過程の統計的性質を考える場合  

には，第ゑ番目の標本関数∬（烏）（′）を時間的に考察するか，あるいはまた，時間  

をg＝glに固定したときに得られる乃個の観測値芳（1）（fl），．芳（2）（fl），…，  

ズ（乃）（fl）を集合的に考察するか，の2通りの側面があり，非常に複雑であるため，  

従来から定常性やエルゴ・－ド性という概念が論及されてきた。   

さて，時刻ムり＝1，2，…，Ⅳ）におけるガ（才）の値をズ（～i）で表すことに  

すればズ（～‘）は確率変数と考えることができる。いまズ（′‘）が．方iおよびこれ  

と微小間隔離れた．芳i＋ゐ‘との間にある事象   

Aゴ＝（∬i≦ズ（才‘）≦ガi＋血）  

（2＝1，2，…，Ⅳ）  

を考え，これらすべての事象が同時に実現する確率が   

P［AlnA2∩…nA〟］  

＝．／云（fl）紬）紬）（。方1，∬2，…，∬〃）血1ゐ2…血〃  （2）  

で表されるものとするとき，上式中のノk（fl）∬（f2）和〝）（れ，．方2，‥・，∬〃）がⅣ次元  

確率密度関数と呼ばれるものである。ここで確率過程ズ（f）をこのⅣ次元確率  

密度関数を用いて厳密に定義することにしよう。すなわち，確率過程ズ（f）とは  

時刻fの関数ズ（鳥）（g）で構成される集合であり，その統計的性質はズ（fl），  

ガ（′2），…，ズ（玩）のⅣ次元確率密度関数がすべての〃の値について，またす  

べての（fl，≠2，…，g〃）の組について与えられるということによって規定され   
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四国の製造業におけるエネルギー消費の実態  －59－   

るものであると考えることができる。しかるとき定常性とは，ズ（才‘）一（g＝1，2，  

‥り，Ⅳ）に関するⅣ次元確率密度関数とこれらに時間移動アを施したときの  

ズ（～i＋㌻）（査－＝1，2，…，Ⅳ）に関するⅣ次元確率密度関数とがいかなるどの  

値に関しても不変，換言すれば   

／云（fl）ズり2〉∬（f〃）（方1，ガ2，…・，ズ〃）  

＝差障．＋ア）紬＋け紬十r）（．れ，．方2，…，加）  （3）  

が成立する性質を表すものといえる。このようにすべての統計的性質が時間移  

動㌃によって何ら影響を受けないという場合にほ，確率過程ズ（′）ほ強定常で  

ある，または狭義の定常であると．いう。－・方これに対して現実的観点からは上  

述の定常性が少なくとも2次元（Ⅳ＝2）までの確率密度関数一／五（f）（．方）および  

ん（fl）ズ（f2）（．方1，芳2）について成立するときを問題とする場合が多く，この場合に．は  

方（f）は（少なくとも）弱定常または広義の定常であるといわれる。ガ（≠）が弱  

定常であれば   

（i）1次元確率密度関数ん（f）（．方）は時刻Jを含まない。したがって方（g）  

の任意の時点における集合平均は   

E［ズ（用＝上：一方・ん（f，（・芳）血＝板＝定数  （4）  

となる。   

（ii） 2次元確率密度関数については，任意の丁に対して   

ん（～1）gり2）（れ，ズ2）＝ノ五（恒－）ズ（わ．T）（ズ1，∬2）  

が成り立つから，／ム描（亡2）（れ，ガ2）は時刻′1とJ2を含むが，これらは伍一子llの  

形で書き表すことができる。したがって   

E［紬1）ズ（f2）］＝上：乱方2ん1）ズ（f2，（・方1，方2）血血2  
＝‰（J2－Jl）  

または   

E［ガ（≠）ガ（f＋丁）］＝尺Ⅸ（ど）  

と書くことができる。ここに，尺㍊（ど）は後述する自己相関関数である。   

次にエルゴー・ド性について考えよう。確率過程ズ（′）の各々の標本関数  

．方（烏）（g）とその時間の並進変換∬（烏）（f＋ア）とに関する時間平均として次式を考   
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える。   

盲て珂＝撫与上；：；刑）の   

斤㍑（烏）（ど）＝撫与上：：…刑）刑＋丁）♂′   

この際もし上2式から得られる一方（烏）（才）および尺㍊（々）（㌃）がそれぞれ先に式（4）お  

よび式（5）に与えた集合的な考え方に基づく〟ズおよび尺云（丁）に－・致するなら  

ば，確率過程ズ（′）は（少なくとも2次のモ1－メソトまで）エルゴ、－・ド性を有す  

るという。このようにエルゴ・－ド性とは時間平均と集合平均とが－・致するとい  

う重要な概念であり，またエルゴード性を有した確率過程においては任意の1  

つの標本関数から式（6）および（7）を用いて平均値〃ズおよび自己相関関数  

尺㍊（丁）を求めることができ，取扱いが棲めて簡便となる。なお，エルゴ、－ド性  

を有する確率過程ほ弱定常過程であるが，その道は必ずしも真ではない。   

4．2 自己相関関数とパワー・スペクトル密度   

確率過程ズ（′）はエルゴード性を有するものとして，その自己相関関数とパ  

ワ・－・スペクレレ密度について考える。  

標本関数∬（り  

図1標本関数ぷ（f）の擬周期関数モデル∬T（f）   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



四国の製造業におけるエネルギ・一消費の実態  －6ゴー  

さて，定常エルゴード過程では任意の1つの標本関数、方（′）のみを時間的に考  

察することによって統計的性質を求めることができる。ズ（f）は時間領域（－∞，  

∞）において非周期関数であることは明らかであるから，図1に示すような擬  

周期関数モデルズ丁（g）を考える。すなわち，  

（ 

ー） 
（8－α）  

T 

であり，また㍍＝（2ク佗＋1）T／2（彬＝0，±1，±2，…）における射（才物）の値  

は   

xT（㍍）＝（、方T（fm＋0）＋方T（㍍－0））／2  （8－∂）  

で与えられるものとする。このように定義された関数ズ丁（オ）は周期rの周期関  

数であるから，次式に示すようにフーリエ級数展開でき，しかもT→∞の極限  

が．方（g）そのものを与える。   

xT（t）＝号＋畠（ahCOSWkt・bhSinwht）  

ただし，   

αた＝与J；：；方丁∽cos肋諸の（拒0，1，2，…）   

∂た＝与上：：；ズT（栂n肋㌶め（ゑ＝1，2，・‥）   
α圧＝2触／r  

（9）  

（10－α）   

（10－∂）   

（10－C）   

ここで．方T（g）の複素数表示を考えよう。正弦・余敦関数を指数式で表示すれば  

（∠＝√＝丁を虚数単位として），   

cosα鳥f＝（〆帰＋e‾地鳥亡）／2  （11－α）   

sinα）烏J＝（〆帰一e‾山勘り）／（2∠）  （11－∂）  

で表されるという事実と，式㈹のαゎ ∂ゎ 〟烏を々の負の領域に拡張すれば  

α一員＝ α烏  

∂＿烏＝－∂た  （1カ  

なる関係があるという事実に基づき，  

・方丁（≠）＝与ゑ晶（α烏）e舶   ㈹   
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ただし，   

最（α圧）＝子（α良一才∂烏）  

＝／；：…xT（t）（coswkt－i’sinwki）  

＝上；：；・油）〆血扉め   

ここでr→∞の場合を考えよう。   

』∽烏＝α毎汁1一α烏＝2方／r＝』α   

（14）  

（15）  

とすれば   

α圧＝2烏方／r＝鮎払  

であるから，r→∞とすれば，離散的円周波数列α鳥は．連続的円周波数αとな  

り，また』αおよび∑ほそれぞれ血およびイで置換えられるから，   

方（≠）＝1im方T（才）  
r一○〇  

＝最（鮎払）〆如胡∠払   

＝去上；抽）〆血db  

晶（α）＝ノ：・拍）e一血㍉離  

となることがわかる。式（用の最（α）は－・般には複素数であって，これを．方（りの  

フーリエ変換といい，また式（摘のズ（g）は最（α）のフーリエ逆変換と呼ばれ両  

式がいわゆるフーリエ変換の対を構成する。   

さてここで仮に．方丁（≠）が単位の抵抗中を流れる電流と考えることにすれば，  

この電流が単位時間当たりに消費する平均のパワー直は  

了  

テ  

1  

¢7＝  

1  ‾  

＝寺上；：；［（号）2＋真（（ahCOSWht）2・（bhSinwki）2）］di  

（号） 2 亡○ ＋∑（α烏2＋∂烏2）／2    鳥＝1  
（1砂   
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で与えられる。ここに上武の計算に当たっては三角関数の直交条件   

α‘＝2方〟r，α厄＝2方桝け（J，桝は整数）  

J；：…cos肋t・Sinwmtdi＝0  

J；ニ；cosαわ抽Sαm′め＝昭2）∂‘m  

J；；；sinwlt・Sinwmtdt＝（772）81m  

∂古間＝ 
（  

0（Jキ椚のとき）  

1（J＝仰のとき）  

を用いた。X7（t）を構成する第k調和波（ahCOSa）kt＋bhSina）ht）の平均パワ  

ーは  

W（wk）＝与／：：；（ahCOSWht・bkSinwkt）2dt＝（ak2・bk2）／2・k≧1  

）  

q功  

了 J；：…（α0／2）2め＝（α0／2）2，々＝0  
1  

町（α圧）＝  

であるから，周期rの周期関数ズ丁（≠）を，フーリエ級数展開によって，円周波  

2方4方 数肋（＝0牒流成分），肋＝ァα2＝了，αね＝竿，…の無数の正教・  

余弦波の和としてこ表したとき，．％T（′）の有する平均／くワー ¢Tは各調和波（直流  

成分も含めて）の平均／くワ・－ Ⅳ（α鳥）の和として与えられることがわかる。各調  

和波のもつ円周波数α鳥を横軸に，その／くワーを縦軸にとって図示すれば，円周  

波数間隔』血＝2方／Tごとの線スペクトルとなり，これらの線スペクレレの債  

の総和が直を与える。ここで，密度的な考え方を明確にするために新たにα烏  

の関数G㍊（α蟻）を次式  

町（αk）＝G㍊（仇）』血  

＝2方G㍊（α烏）／r  

すなわち  

Gズズ（α鳥）＝TⅣ（揖烏）／2方  錮  

で定義し，離散スペクトルをT→∞，すなわち』ゐ→0の場合の連続スペクトル   
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に拡張すると，  

0000   わ＝∑G㍊（山鳥）』α＝∑G㍊（ゑ』α）』α  
々＝0  々＝0  

であるから，   

板＝J∞G㍊（α）ゐ   

＝短¢丁＝短与ノ；ニ；（・方丁（相場   

上式のG㍊（α）が確率過程ズ（f）の／くワー・スペクトル密度と呼ばれるもので  

ある。ズ（f）ほエルゴード性を有するものと仮定しているから，式帥ほまた集合  

的表現を用いて   

E［（駒））2］＝J00G㍊（〟）ゐ＝¢∬  ¢め  

と書き表すことができる。確率過程ズ（f）のもつ単位時間当たりの平均パワー  

¢∬はパワー・スペクトル密度G㍊（甜）のαに関する積分で与え．られ，これはま  

た数値的にほズ（f）の自乗平均に等しいので，G∬（山）ほまた自乗平均スペク  

トル密度とも呼ばれる。   

以上においては周波数αほα≧0として取扱ってあり，物理的意義を有し  

たものであるが，数学的取扱いの簡便さのためには，しばしば，  

5∬（似）＝5∬（－α）  

＝G∬（の）／2，ただしα≧0  ㈲  

なるパワ－・スペクトル密度が導入される。とくに，両者を区別する必要のあ  

る場合にほ，G㍊（α）（α≧0）を片側スペクトル密度，5∬（㈲）（－∞＜α＜∞）  

を両側スペクトル密度と呼ぶ。   

ここでスペクトル密度とフ1－リエ変換の関係について考える。式㈹，（1軌（細  

から  

G∬（αk）＝TⅣ（α烏）／2方  

＝r（α烏2＋∂烏2）／4方  

＝（子（α烏一項（子（α烏＋叫／（方T）  

＝最（αk）・j㌔（－α烏）／（方r）  糾   
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実数関数．方（才）に対↓ては式（1萄から明らかなように，  

j㌔（－α）＝j㌔＊（α）  

である（＊は共役複素数を表す）から，  

G∬（α蟻）＝lj㌔（α蟻）12／（方r）  

ここで，T→∞とすれば  

G∬（α）＝1imGズズ（αk）  
γ→00  

lj㌔（の鳥）l2  
＝1inl  

デュ忘方r  

＝虻左IJ；：；・方T（才）e一紬㍉の   
椚  

－・方，式㈲のS∬（α）を用いれば   

5㍊（α）＝短篭鮮＝短左IJ；：…方T（f）e一抽㍉離l2   ㈹   

式位のあるいは式鯛がパワー・スペクトル密度の定義式を与える。（削〉   

さて，方（f）の自己相関関数尺㍑（㌃）と／くワ、－・スペクトル密度S∬（α）とは  

周知のWienerTKhintchineの関係式によって結び付けられている。   

S∬（α）＝去上；斤㍊（丁）e一如♂r   

尺㍊（丁）＝ノ：5∬（α）e如ゐ  

－・方，式軌（鋤から   

尺㍊（r）＝ノ：5Ⅱ（α）（cos似＝＝sinαけ）ゐ  

＝上；5㍊（甜）cosαrゐ  

（注1）ここでは確率過程ズ（′）の任意の標本関数ズ（f）を用いて∫㍑（抄）の定義を与えて  

ト÷子）にお  いるが，より一腰的には次のように考えれはよい。すなわち，まず区間   

いての確率畳   

5T（α）＝嘉一は：…ズ（′）e一叫2  

を考え，r→∞におけるこのST（伽）の期待値を5．芯訂（の）と定義する。   

5ズズ（α）＝撫E【ST（の）】  

なお上の5∬（α）が確定するためには頭ふ（ど）が絶対積分可能でなければならない。   
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＝J0025㍊（α）cosαrゐ  

＝J00G∬（α）cosαrゐ  

C一ぽ（α）＝2S㍊（α）   

＝与／：R㍊（T）（cos（－Wr）＋isin（－WT））dT   

＝‡J：斤㍊（㌃）cos以r♂r   

＝‡J00斤∬（㌃）cosαr♂r   

糾）  

㈲  

式01），㈲の関係もまたWiener．Khintchine変換と呼ばれている。   

以上述べたように，定常エルゴード確率過程ズ（′）の自己相関関数尺㍊（丁）  

とスペクトル密度G㍊（α）もしくはS㍊（α）は相互に変換可能であり，一・方が  

既知であれば，他方は少なくとも原理的には計算されうるものである。   

4．3 サンプリング定理   

4．3い1周波数領域におけるサンプリング定理   

定常エルゴ・－ド確率過程ズ（才）の標本関数．％（烏）（才）（－∞＜≠＜∞）の記録は  

現実には有限の時間間礪0～Tでとられるのが一腰である。すなわち，   

方（g）＝．方（た〉（～）（0≦′≦r）  

＝0  （その他）  

この．芳（f）のフ、－リユ変換は   

最（α）＝上：抽）e－抽㍉離  

二．∴・・∵  脚  

ここで∬（f）を周期rの周期関数．方（′）＝ガ（f＋r）とすると，基本周波数  

Aa）（radian／sec）は   

』α＝2方／T  

であるから，武略（摘を参照して，フー・リエ級数展開によって  

（：く〉   

鳥＝－く治  

㈲  

㈹   
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ただし，  

」・こ一与√仙、一J・・・・（′′  郎）  

と表すことができる。式¢凱（細から   

凡（点』α）＝晶（竿）＝上丁州e潮亡♂才  

ニ 7、．し  ・：；丁・  

すなわち，起払＝2方々／rごとに与えられたj㌔（ゑ』甜）の催さえ分かっておれ  

ば，式¢7）からA烏が求まり，したがって式錮からすべての＝踪対してズ（才）の値  

が求まる。それゆえ逆に．また式脚からすべてのαに．対tて最（似）の値を求め  

うることがわかる。これを周波数領域におけるサンプリング定理という。また，  

式伽）の基本周波数』血＝2方／rをナイキスト余間隔という。なお』αを振動数  

表示すれば4／■＝＝（Hz）となる0  

4、3い2 時間領域におけるサンプリング定理   

x（t）のフーリエ変換晶（al）が－2刀B～2HB（radian／sec）の周波数範囲で  

のみ存在し，それ以外では0と仮定する。このフ・－・リユ逆変換から   

柚＝去上：最（α）e抽fゐ  

＝去上；：： 
最（α）e‘㈲fゐ  ¢⑳   

ここで，Fr（a））を周期が（2HB）×2ニ4RB（r・adian／sec）の周期関数と考え  

ると基本時間増分』～は  

2方   1  

4疋β‾ 2β  
㈱  」J＝  

であるから，j㌔（α）はフーリエ級数展開によって  
00  

j㌔（α）＝ ∑Cたe‾地鳥df  
烏＝－○⊃  

ただし，   

C烏＝志J…：： 
晶（α）e‘砂丘Jfゐ  

と表すことができる。式錮から   

㈱  

㈹   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



香川大学経済学部 研究年報 22  ノタβ2   一6g－  

f＝ゑ』′＝ゑ／2β  

として   

ズ（意）＝畑f）  

＝去J…：：晶（α）〆抽㌔ね  

＝2βC烏  毎分  

すなわち，∬（ん封）＝．方（ゑ／2β）が与えられれば式榔こよってC烏が求まり，した  

がって式㈹に．よって，すべてのαりこついて最（の）が求まる。それゆえ，また式  

㈹からすべての‖こ対して．方（才）が分かることになる。これを時間領域における  

サツプリング定理という。式紳に与えた基本時間増分』f＝1／2βをナイキス  

ト間隔という。   

4．4 データのサンプリングとトレンドの除去  

γ（ん）  

国2 データのサンプリング   

図2に示すように（0，r）の有限長の連続記録．γ（≠）を』gごとにサンプリン  

グし，Ⅳ個のデータを得たものとする。  

r＝Ⅳ加   

ッ‘＝．γり』f）（g＝0，1，2，・‥，Ⅳ－1）  

ただし，』gは十分高い遮断周波数   

ノ■。＝1／（2』f）  

が得られるように選ばれているものとする。   

さて，記録長rより長い周期をもった周波数成分はトレンドと称されるが，   
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これを最小2乗法を用いた高次多項式によって除去することを考える。いま，  

トレンドを表す式として乃次多項式   

ダ（′）＝α0＋仇′＋α2f2＋…＋α乃g乃  

，Z  

＝∑勘fメ  
ブ＝0  

を用いるものとすれば，2乗誤差の総和Qは  
。Ⅳ－1  

Q＝∑（．γi一．ダ～）2  
i＝0  

㈹  

1  

」Ⅴ－  

＝ ∑  
g＝0  

㈱  

Qを最小にする係数の組は   

思＝酎・γ‘－ゑαブ（辺け）卜（査』f）m）＝0  

（桝＝0，1，2，，‥，乃）  

すなわち  
〃－1   

乃〃一1  ∑αメ∑（2』f）汁閏＝ 

ブ＝O f＝O  
∑．γさ（辺f）研  
f＝0  

㈹  

（桝＝0，1，2，…，乃）  

で与えられる（乃＋1）個の連立方程式を解いて求めることができる。例えば，乃  

＝1の線形トレンド除去の場合には  

Ⅳ－1。Ⅳ－1 2（2Ⅳ＋1）∑勤－6∑≠二γゴ          f＝O f＝0  
㈹   

α1＝  
＋1）』才  〃（〃－1）（Ⅳ  

となることがわかる。   

さて，トレソドを除去した時系列データを   

z（f）＝一γ（′卜．ダ（f）  

すなわち   

g‘＝．γi一夕り』f）  

（g＝0，1，2，・…，Ⅳ－1）  
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とすれば，標本平均は   

g＝gi  

で与えられるから，新しい時系列データとして   

x（J）＝g（才）一宮  

すなわち  

l■I＝ ヱ…‾ヱ  

（査■＝0，1，2，…，Ⅳ－1）  

を採用すれば，この平均は  

君＝（zi一言）＝0   郎）  

となる。以下においてほ式醐の芳（g）を考えることにするが，これによって議論  

の一・般性を損なうものでは決してない。   

ここで，．方（f）を用いてその有限フーリエ変換最（α）を求めることを考えよ  

う。  

』α＝＝   

伽烏＝鮎払＝2方ゑ／（M′）（ゑ＝0，1，2，…，Ⅳ－1）   

方‘＝．方（たゎ）（J＝0，1，2，…，Ⅳ－1）  

であるから，式（17）を用いて，   

駒鳥）＝上丁州e朝df  

〃－1  

＝∑れeXp卜ま－α烏辺f］』f  
エ＝0  

＝』穏方‘eXpト欝］  

そこで，   

鳥＝箸＝貰芳ヱeXp［－グ欝］  

（烏＝0，1，2，…，〃－1）  

とおくと，晶一たの値は  

㈱  

¢ゆ   
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2方（Ⅳ－ゑ）J  

晶一点＝嵩方‘eXpト  Ⅳ  

〃－1 ＝∑∬ェeXp    エ＝0  

㈹  ＝ダた＊（凡の共役複素数）   

で与えられる。すなわち，ゑ＝0，1，2，…，孝までの凡の値が分かれば，残り  

の鳥（々＝孝＋1，昔＋2，…，〃－1）までの値は計算することができる0つま  
り，々＝〃／2がナイキストの遮断周波数  

1   

ノc＝・ 裏打  佃  

であることを表している。式伽）のj㌔を高速で計算するコンビュ・一夕・アルゴリ  

ズムが高速フーリエ変換FFT（FastFour・ier・Transform）プログラムと呼ばれ  

るものである。高速フ、－リエ変換のアルゴリズムについては，Bendat，J＝S・and  

Piersol，A．G．，“RANDOM DATA：Analysis and Measurement Proce－  

dures，”（1971），JohnWiley＆Sons，に詳しいので適宜それを参照されたい。   

4．5 スペクトル密度ならびに自己相関関数を求めるコンピュータ・プログラ  

ム   

これまでの理論ならびにFFTの技法を援用して／くワー・・スペクトル密度  

G㍊（α）あるいはS∬（α）および自己相関関数尺㍑（ど）を求めるコンビヱ・・一  

夕・プログラムを作製し，巻末に付表として掲げた。   

SUBROUTINE SPECTは時系列データのスペクトル密度G．xx（a））または  

Sxx（a））を求めるものであり，SUBROUTINEAUTOCは自己相関関数  

Rxx（T）を求めるものである。またSUBROUTINE FFTは高速フ1－・リエ変換  

のプログラムであり，SUBROUTINEINTPLは必ずしも等間隔にはサンプリ  

ングされていないデータを直線補間法によって予め与えられた間隔のデ1一夕に  

直すサブル1－チソである。結果を図示するためのプログラムSUBROUTINE  

PLOTも併せ掲げた。プロット用の本サブルーチソはSORDM243シリーズの  

マイクロ・コンビュ・一夕用に書かれたものであるが，多少修正すれば一・般のコ  

ンビュ、－タに対しても用いることができる。   
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一例として，図3のような／くワースベクトル密度G㍊（α）が与えられたとき  

に，それから自己相関関数を理論的に求めると図4のようになる。これを本研  

究で作製したSUBROUTINE AUTOCを用いて，N＝128（CaseI）および  

N＝512（CaseII）の2通りの場合KRxx（T）を計算し，理論値と比較したのが図  

5および図6である。いずれも計算値は理論値と極めて良い一・致を示している  

ことがわかる。   

なお，表1はSUBROUTINEAUTOCの入力／iラメ一夕のフォー・マッTと  

その例を示したものであり，また表2はその打出し例（CASEl）である。  

G （u）   

▲／l加）   

2¶B   
u   

図3 片側スペクトル密度（帯域制限白色雑音）  

図4 自己相関関数の理論値  

R（ー）＝αβsim（2冗βr）／（2万β丁）   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



四国の製造業におけるエネルギー・消費の実態  一乃－  

l0 000  

8000  

与．0●○  

t000  

a．●○●  

●○●  

一之ノノ○●●  

－イ．000  

－6．000  

－さ 000   

－18‖000  

C▲暮● nI  

Applied p■r▲れ●ter■  
WGORG －1■  
NDAT入 ●128  
D縛一 0．3112 （r■む■■／■Oe）  
a － 2▼  
8 －1．0  

Theor●tiぐ■1  

（
ト
）
代
 
官
○
可
］
q
【
●
h
h
O
り
0
〕
n
く
 
 

Computed  

GiveJ10J】e－5ided Spectrl抽  

G（u）⊃1．0  
for O ＜ び く 2¶  

00  l00  之．00  3“●O  t00  S00  
Delay－time T（8eC）  

図5 自己相関関数に関する理論値と計算値の比較（CaseI）  
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図6 自己相関間数に関する理論値と計算値の比較（CaseIり   
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表1StJBROUTINE AIJTOCの入力パラメータのフォーマットとその例  

Ⅰ－乱 入カバラメータ・フォーマット   

NGORG【Ⅰ5】 NDA℡A【王5I HO【ェ5】 DVIF12．5】  

Wタ（1）【F12．S】 G′（1）【F12．51 Wダ（2）tF12小51 Gβ（2）【F12．5】 叫＝封IF12．5】 G′り）【F12．5】   

叫＝l）tF12．S】 G′く●）【F12．51 W′（5）lF12．5】 G，（5）【F12．．5】 叫＝引【r12．S】 G■托）【F12．5l  

叩川爬ORG＝ヤ12一．5】 Gβ（NGORG）tF12．5l  

Ⅰ－b 実際の入力パラメータ例  
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表2 SUBROUTINE AUTOCの打出し例（CASEI）  

COHPUTATION OF AUTOCORRELATION FUNCTION  
FROM ONE－SIDED POWER SPECTRUM．  

COMPUTATION PARAMATERS  
F只EQUENCYINCREMENT DW＝ ．31416E＋00（只ÅD．／SEC）  
＃ OF SPECTRUM POINTS NF＝ 10  
bELAY－TIHEINCR引1ENT DT＝ ．78125E－01（SEC）  

TOTAL DU只ATION  TTOTAL＝ ．20080E＋02（SEC）  
＃ OF DÅTÅ POINTS  NDT2＝ 256  
NYQUIST FOLDING POINTS NFOLD＝129  

GIVEN ONE－SIDED POWER SPECTRUh VALUES  
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COHPUTED AUTOCORRELAlION FUNCTION  

r＝   0．8（）08  
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．0781  
．2344  
，390（；  

．5469  
．7031  
．．8594  

1．01S6  

R（T）＝ －．27335E＋00  
R（T）＝ －．7710（）E－82  
R（TJ）＝ ．26542E＋00  
R（T）＝ ．2さ062E＋00  
R（T）＝ ．23111E－01  
R（T）＝ －．25685E＋00  
R（T）＝ －．．28721E＋00   
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T三  1．0937   R（T）＝ －．18715E＋00  
T＝  1．2SOO R（T）＝ ．12022E＋OD  
T＝  1．4062   R（T）＝ ．3107らE＋00  
r＝  1u5625   R（T）＝ ．19930E＋00  
Tニ  1．7187   RくT）＝ →．10584E＋00  
T＝  1l8750  ‡i（T）＝ －け3（）812E＋00  
T＝   2小ロコ12   Rぐr）＝ 一小2iO98E＋00  
r＝   2．1875   RくT）＝ ．91196E－01  

T＝   2．3437   R（T）＝ ．30475E＋0（】  
T＝   2．5880   只（T）＝ ．22214E＋80  
T＝   2．6562  Ii（T）＝ －．76335E－01  
T＝   2．8125  Ⅰモ（T〉ニ ー．380（■3E＋00  
T＝   2．9687  Ⅰモ（T）＝ －．23278E＋00  
T三   3．1250   R（T）＝ ．61289E－01  
T＝   3．2812   R（T）＝ ．29580E＋00  
T＝   3．4375  1モ（T）ニ ．24285E＋00  
T＝   3．5937   R（T）ニ ー．46097E－81  
T＝   3．75DO R（T）ニ ー．29025E＋00  
Tニ   3．9062   R（T）＝ －．25234E＋00  
Tニ   4．0625   R（T）＝ ．30793E－01  
T＝   4．2187  ⅠモくT）＝ ．28400E＋00  
T＝   4．3750  1モ（T）＝ 一．26121E＋00  
T三   4．5312   R（T）＝ －．15415E－01  
T＝   4．6875   R（T）＝ －．2770らE＋80  
T…＝   4．8437  1モ（T）＝ －．2694（■E＋00  

T＝   5．0008   R（T）＝ －¶953ら7E－06  
T＝   5．15ら2   R（T）ニ ．2（，946E＋00  

T＝   5．3125  1モ（T）＝ 一．2‘7706E＋00  
T＝   5．4ら87   R（T）＝ ．1S415E－01  
T＝   5．ら250   R（T）＝ －．26121E＋0（）  

T＝   5．7812  Ⅰモ（T）＝ －．28400E＋OD  
T＝   5．9375   R（T）＝ －．30793E－01  
T＝   6．0937   R（T〉＝ ．25234E＋00  
T＝   6．2500   R（T）＝ ．29025E＋ロO  
T＝   6．40ら2   R（T）＝ ．4ら097E－01  
T＝   6．5625   R（T〉＝ －．24285E＋00  
T＝   6．7187   R（T）＝ －．29580E＋00  
T＝   6．8750  Il（T）＝ －．61290E－01  
T＝   7．0312  ！l（T）＝ ．23278E＋00  
T＝   7．1875   t‡（T）三 ．300（■3E＋00  
T＝＝   7．3437   R（T）＝ ．7633SE－01  
T＝   7．5000  Ⅰモ（T）＝ 一．22215E＋00  
T＝  ‘7．6562  1モ（T）＝ －¶30475E＋00  
T＝   一7．さi25   R（T）＝ －．91198E－01  
T＝   7．9687   R（T）＝ ．21098E＋00  
T＝   8．．12SO Il（T）ニ ．．30812E＋00  
1J＝   8．2812   R（T）＝ ．10584E＋00  
T＝   8．43175   R（T）＝ －．19930E＋00  
T＝   8．5937   R（r〉＝ 一．31076E＋00  
T＝   8．7500  ‡モ（T）＝ －．12022E＋DO  
T＝   8．90る2   R（T）三 ．．18714E＋88  
r＝   9．0625   R（T）＝ ．31265E＋00  
T＝   9．2187   R（T）三 ．13432E＋00  
T＝   9．3－750   R（T）＝ －．17454E＋00  
T＝   9．5312   R（T）＝ －．31378E＋00  
T＝   9．ら875  ‡‡（T）＝ －．14809E＋00  
T＝   9．8437  ‡‡（T）＝ ．161SIE＋00  
r＝  10．0000   R（r）＝ ．31416E十00  

T＝   1小1719  Ⅰモ（Lr）＝ －血384S7E－01  
T＝   1．3281  1モ（T〉ニ ．．24767E＋00  
T＝  1．4844  11（T）＝ ．29311E＋00  
T＝  1．6406   f‡（T）＝ ．53789E－01  
T＝  1．7969   R（T）＝ －．．23788E＋00  
T＝  1．9531  R（T）＝ －。29830E＋00  
T＝   2．iO9－1  R（T）＝ 一一．688コ3E－01  
T＝   2．2ら56   R（T）＝ ．22753E＋0ロ  

ー＝   2．4219  Ⅰモ（T）＝  巾30278E＋00  
T＝   2．5781  R（T）＝ ．83791E－01  
T＝   2〃7344  Ⅰモ（ー）＝ －．21（■63E＋00  
T＝   2．8906   R（T）＝ －．．30653E＋00  
T＝   3．0469   R（T）＝ －．．98546E－01  
T＝   3．2831   R（T）ご ．．20520EヰGロ  
T＝   3．3594   R（T）＝ ．30953E＋00  
T＝   3．．5156   R（T）＝ ．．1130（，E＋80  
T＝   3小67i9   P（T）＝ －．19328E＋00  
T＝   3．、8281  R（T）ニ ー．31180E＋00  
1＝   3．9844   R（T）＝ －．12731E＋00  
T＝   4．140ら   R（T）＝ ．18090E＋00  
r＝   4．2969   R（T）＝ ．31331E十ロO  
T＝   4．4531  1モ（T）ニ ．14125E＋00  
T＝   4．6094   R（T）＝ －．16807E＋00  
T＝   4．7（■5（■   R（T）＝ －．31407E＋00  
T＝   4．9219   R（T）＝ －．15485E＋00  
T＝   5．0781   R（T）＝ “1S485E＋00  
T＝   5一．2344   R（T）＝ ．．31407E＋00  

T＝   5．3906   P（T）＝ ．1ら807E＋00  
T＝   5・．54‘9   R（T）＝ －．14125E＋00  
T＝   5．7031  1モ（T）＝ 一巾31331E＋00  
T＝   5．8594   R（T〉＝ －n18090E＋08  
T＝   6．0156   R（T）＝ ．、12731E＋00  
T＝   6．1719   R（で）＝  〃31180E＋00  
Tニ   6．3281  R（T）＝ ”1932きE＋00  
T＝   6．4さ44   R（T）＝ －．11306E◆00  
T＝   6．6408   R（T）＝ －．30953E＋00  
T＝   6．7969   R（T）＝ －．20520E＋00  
T＝   6．9531  ‡i（T）＝ ．98546E－01  
T＝   7．1094   R（T）＝ ．30653E＋00  
T＝   7．．2656   R（T）＝ ．216ら3E＋00  
T＝   一7．42i9   R（T）＝ －，83798E－01  
T＝   7．5781  R（T）＝ －．30278E＋00  
T＝   7．7344   R（T）＝ －．22753E＋00  
T＝   7．8906   R（T）＝ ．68833E－01  
1＝   さ．0469   R（T）＝ ．29830E＋00  
T＝   8．2031  Ii（T）＝ ．23788E＋00  
T＝   8ィ3594   R（T）＝ －．53」709E－01  
T＝   8．5156   R（T）＝ －  
T＝   8．6719   R（T）ニ ー  
T＝   8．8281  Ⅰ！（T）＝  
T＝   さ．9844   只（T）ニ  
T＝   9．1408   R（T）三  
T＝   9．2969  11（T）＝ 一  
丁＝   9．4531   R（T）＝ －  

29311Eヰ08  
247617E＋00  
38457E－01  
28721Eヰ00  
25685E＋00  
23111E－01  
2る062E＋80  

T＝   9．6894   R（T）＝ －．26542E＋00  
T＝   9．7656   R（T）＝ ．77097E－02  
T＝   9．9219   R（T）＝ ．2－7335E＋00  
Lr＝   
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APPE：NDIX．スペクトル密度ならびに自己  

相関関数を求めるサブルーチン・プログ  

ラムのリスト  

（ヂデ㌣警2チ等与ぇごぎワ■苦言、孟）  
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SUBROUTINE SPECT（SPC．V，NSJiOTH．Y，NDATA，DT，TTOTAL′DW，VU．MO）  
DIHENSION SPC（1）．W（1〉．Y（1）   

C
C
C
 
C
C
C
C
 
C
C
 
C
 
C
 
C
C
 
C
 
C
 
C
 
C
C
 
C
C
 
C
C
C
C
 
C
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C
C
 
C
C
C
C
 
C
 
C
 
 

PURPOSE   

TO OBTAIN 員 POVER SPECTR九L DEt疇SITY SHOOTHED NSHOTH TIHES   
FO‡モ 九 GIVEN TIhE HISTORY   

USAGE   

CALL SPECT（SPC，W，NSHOTH．Y．ⅣDATA，DT．TTOTAL，DW，VU，210）   

DESCRIPTION OF P員R九HETERS  CONTENTS  

BEFORE CALLING －－ AFTER CALLING  
－－ Y＝ ORIGINÅL TIHE HISTORY －－    GIVEN  －－   SÅHE  

－－ NDAT九＝ NUhBER OF ORIGIN員L  

TIHE HISTORY  
NDATA HUST BE A  
POVElモ OF TVO．  

－－ TTOTAL＝ DURATIOⅣ（PER王OD）一丁  
一一 DT＝ EQUI－SPÅCED TIHE  

INCREHENT  
－－ NS宮OTH＝ NUHBER OF SPECTRUtf  

S宮00TIlING  
－－ DtJ＝ FREQUEⅣCYINCREIIENT －－  
－－ VU＝ NYQUIST FOLDING FREQ．－－  
－－ V＝ FREQUENCY ORDtN＾TES  －－  
－－ NFOLD＝ NYQUIST FOLDING  

POINT（＝NDATA／2＋1〉－－  
－－ SPC＝ ONE－SIDED POWEIモ SPECTRU  

SItOOTHED NSJ40TH TIHES－  
－－ HO＝ FREQUENCY CONTROL  

PAR入HETER  
HO＝0．FOR（HZ）DISPLAY  

GIVEN  －－   S九HE  

GIVEⅣ  －－   SAltE   

NOⅣE  －－ CALCULATEZ）   

GIVEN  －－   S九HE  

NONE  －－ CALCULÅTED  

NONE  －－ CÅLCULATED  

NONE  －－ CALCULATED   

NONE  一－ CÅLCULATED   

NONE  －－ C九LCULATED  

GIVEN  一－SAHE  

HO＝1，FOR（RADIAN／SEC）DISPLAY  
ACCOIモDING TO HO，CORRESPONDING PARAHETERS CHANGE  
TtlEIRl川ITS．N九HELYIF HO＝0，DW．VU．V．AND SPC ARE  
CALCULATED VIT11UNIT OF（HZ）．   

REH鼻RKS   
九RIモAY SIZE OF SPC HUST 8E TVICE ASIIANY AS Y   
ARRAY SIZE Y  －－ ND九TA（＝A POVER OF TVO）  

V  －－ NDATA  
SPC －－ 2★NDITA  

NVこNDATA／2  
NFOLD＝N腎＋1  
PI＝3．141593  
PI2三2．0養PI  
DT＝TTOT＾L／FLOAT（ND九TA）  
DV＝1．0／TTOTIL   
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IF（打0．E¢．1）DW＝D欄犠P‡2  
WU＝DV★FLOÅT（NW）  
DOlOI＝1．ND員TA  

lO W（Ⅰ）岩D一書FLOAT（Ⅰ－1）   
C員LL FFで（SPC．Y′ⅣDAでÅ．－1）  
NDl＝NDAT九＋l  
ND2＝NDATÅ＋2  

POIIER SPECTRUl一  

九R＝SPC（1）★★2＋SPC（2）★★2  
九R≡AR★TTOTÅL  
SPC（1〉＝入R   
IF（HO．EQ．1）SPC（l）＝九R／PI2  
NF＝NFOLD－1  
DO 20Ⅰ＝2．NF  
IIニⅠ＋Ⅰ  

IR＝ⅠⅠ－1  

入R＝SPC（IR）★★2＋SPC（ⅠⅠ）★★2  
九拝＝AR★2．0★TTOTÅL  
SPC（王）＝AR   
IF（HO．E（）．1）SPC（Ⅰ）＝AR／PI2  

20 CONTINUE  
AR＝SPC（NDl）薔書2＋SPC（ND2）★★2  
ÅR＝A只鎗TTOTAL  
SPC（NFOLD）＝AR   
IF（HO．E（】．1）SPC（NFOLD）＝員R／PI2  
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SPECT削川 SHOOTHING GfVEN N50TH 丁目ほS  
IF ⅣSHOTH三0，NO SHOOTHIⅣG REOURED  
IF（NS110TH．EO．0）GO TO 40  
DO 30Ⅰ＝1，NSHOTtl  
CALL S宮OT嵩（SPC．NFOLD）  
CONTINUE   

SYm柁TRICAL ARRANGEHENT OF SPECTRUH  
NFF＝NFOLD＋1  
DO 58Ⅰ＝NFF．NDATA  
II＝Ⅰ－NFOLD  
IN＝NFOLD一－ⅠI  
SPC（Ⅰ）＝SPC（IN〉  

∧
U
 
O
 
 

3
 
 
 
 
4
 
 

58 CONTINUE  
RETUI‡N  
END  
SUBROUTINE SHOTH（A，N）  
DIHEN5ION A（1）  
TO SHOOTH SPECTRAL DENSITY  
V！T打 ガAN〃‡NG LAG VEエG〃TING FUNCTION  

D（R★DT）＝く1／2．）★（1．＋COS（（PI★R）／H））  

Å＝INPUT SPECTIIUI4 TO BE SIlOOT11ED，AND OUTPUT  
Å5 且 5打00Tf柑D 5PヱCTRぴ〃  

N＝ NUI柑ER OF FREQUENCY POINTS TO BE S1100THED  

Al＝D．5★（A（l）＋A（2））  
ÅⅣ1＝Å（Ⅳ－1）  

ⅣN＝N－1  

DOlOI＝2，NN  
lO Å（Ⅰ）＝0．25★九（Ⅰ一1）＋0．5★Å（Ⅰ）＋0．2S糞A（Ⅰ＋l）  

九（1）＝▲1  

九（N）＝0．5★（ÅNl＋A（N））  
RETURN  
END  
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SUBROUTINE 入UTOC（R．GO，G，NGORG′DV，VO，W．T，DT，TTOTAL，  
★NDATA，NFOLD．HO）  
DIHENSION R（1），GO（1）．G（1），VOく1）．W（1），T（1）  

C  

C．”．．TflISIS A SUBROUTINE TO COHPUTE AUTOCORIIELATION FUNCTION  
C‥‥ R（T）FROH GIVEN ONE－SIDED POVER SPECTIモUH GO（V）．  
C…．DESCRIPTION OF PARAHETERS：  
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GO（Ⅰ）－－－ GIVEN ONE－SIDED POWER SPECTRUH  －一－－ （INPUT）  

G（Ⅰ） －－－ INTERPOLATED DATA FOR GOくⅠ）  －－－－ （OUTPUT〉  

DV   ”－  FREQUENCYINCREHENT（RAD，／SEC） －－－－ （王NPUT）  

NGORG －－－ NUHBER OF GIVEN SPECTRUH POINTS －－－－ （INPUT）  

WO（Ⅰ）－－－ GIVEN FIiEQUENCY ARR員Y  
ASSOCI鼠TEDIJIT11GIVEN GO（Ⅰ）  －－－－ （INPUT）  

V（Ⅰ） －－－  EQUIDISTANT FREQ．ARRAY（RED／SEC）M－（OUTPUT）  
T（Ⅰ） －－－  DELAY－TIHE ARRAY（SEC）  －－－－ （OUTPUT）  

R（Ⅰ） －－－  CONPUTED AUTOCORRELATION FUNCTION －－－（OUTPUT）  
DT   －－－  COMPUTED DELAY－TIHEINCREHENT（SEC〉 －－（OUTPUT）  
TTOTAL －－ TOTAL DELAY TIME（SEC）  －－－－ （OUTPUT）  

NDATA －－－ NUMBER OFINTElモPOLATED DATA  －一一－ （INPUT）  

NFOLD ＝－ NYQUIST FOLDING POINT  －－－－ （OUTPUT）  

C  MO   －－－  CONTROL PA只AHETER FOIモ 川TERPOLATION －（INPUT）  
C  IF 打0＞0，INTERPOLATIONIS HADE．  

C  IF HOく0，NO 川TEI‡POLATION．  
C  

C…．REt一九RKS；  
C  九PRAY SIZEIN T甘EI柑IN PROGI柑∬．  
C  R（4★N〉，GO川GORG）．G（N＋1），V8（NGOIiG）．Ⅴ（N＋l），T（N＋1）．  
C  VHERE N＝NDAT九 HUST 8E A POVEIiOF 2 FOR FFT COItPUT九TION．  
C  

PI＝3．141592（■  
NDT2＝2★NDAT入  
相FOLD＝ND員丁九◆1  
TTOTAL＝2．0鷺PI／Dl一  
員NDT2＝FLOAT（NDT2）  
DT＝TTOTAL／ANDT2  
FCT‡！＝DV／2．0  
IF（HO．LT．0）GO TOlO  

C…．FOR DATAINTERPOLATION，IF NECESSARY．  
CALLINTPL（WO，GO，NGORG，W，G′NFOLD，DV）  
GO TO 20   

10 DOlOOI＝1．NFOLD  
IF（Ⅰ．GT．ⅣGORG）GO TO15  
V（Ⅰ）＝VO（Ⅰ）  

G（Ⅰ）＝GO（Ⅰ）  

GO TOlO（I  
15 V（Ⅰ）＝DV★FLOAT（Ⅰ－1〉  

G（Ⅰ）＝0．0   

100 CONTINUE  
20 DOllOI＝1，NFOLD  

T（Ⅰ）＝DT★FLOAT（Ⅰ－1）   
110 CONTINUE  

DO 2DOI＝l．NDT2  
ⅠⅠ＝Ⅰ＋Ⅰ  

IR＝ⅠⅠ－1  

IF（王．GT．NFOLD）GO TO 210  
R（ⅠⅠ）＝0．O  
R（IR）＝G（Ⅰ）養FCTR  
GO TO 200   

210IN＝NFOLD－（Ⅰ－ⅣFOLD）  
R（IR）＝G（IN）★FCTR  
R（ⅠⅠ）＝0．0  
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280 CONTINUE  
CALL FFT（R．G，NDT2．1）  
DO 300Ⅰ＝1．NDT2  
IR＝Ⅰ◆エー1  

R（Ⅰ）亡R（IR）   

300 CONTIⅣUE  
C  

C…．TO PRINT OUT TtiE COhPUTED RESULT．  
IF（ISS甘く7）．LT．0）GO TO 500  
WRITE（2．ち00〉   

600 FORHAT（llilノ／／／／．    ★ 
5X′’coHPUTATION OF AUTOCOFmELATION FUNCT10N’，／，    ★ 
5X，′FROIヰ ONE－SIDED POl帽R SPECT只UH．′ノ）  
VRITE（2，610）DV，NGORG．DT．TTOT九L，NDT2′NFOLD   

610 FOl津仏T（／1X．′coIIPUTATION PARAHATElモS’／    ＃ 
5X，′F只EQUEⅣCY 川CRE＃EⅣT DWご’．E12．5．′（RAD．／SEC）′ノ′  

★5Ⅹ．′＃ OF SPECTRUH PO川TS NF＝’′Ⅰ4．／，  
★5X′’DEL，AY－TIHEINCRE：HENT DT＝’，E12．5′’（SEC）’，／，    ★5X 

，’TOTAL DURATION  TTOTAL＝’，E12．5，’（SEC）’，／，  
♯5X．′＃ OF D九TA POINrS  NDT2＝’．Ⅰ4ノ，  
雷5Ⅹ′’NyQUIST FOL工りNG PO川T5NFOLD＝’．Ⅰ4．／／）  

C  

C…．SECOND．PR川T OUT GIVEN ONE SIDED POllER SPECTRUH．  
VRITE（2，620）   

’20 FORHAT（5X，’GIVEN ONE－SIDモ：D POVER SPECTRUM VALUES′／）  
VRITE（2．630）（WO（Ⅰ）．GOくⅠ）．Ⅰニ1．NGORG）   

630 FORHAT（5Ⅹ．2（′v＝′，FlO．4．4X．′GO用）＝′．E12．5，4X））  
C  

C…．FINALLY，PfuNT OUT CO11PUIED AUTOCORREl・ATION FUNCTION  
WRITEく2，640）   

640 FOm仏T（／／5X，’coIIPUTED AUTOCORRELATION FUNCTION’／）  
VRITE（2．65ロ）（T（Ⅰ）．只り），Ⅰ＝i，ⅣFOL上り   

650 FORHÅT（5X，2（′T＝′，FlO．4′4X．’R（T）＝′，E12．5．4Ⅹ））   
SOO RETU‡モN  

END  
SUBROUTINE FFT（Y．DATA．N，ISIGIり  
D：晋EⅣSIOⅣ Y（1）．DATA（1）  
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TO T員KE ONE DIHENSIONAL FOUlモIER（INVEI‡SE）TRÅNSFORII  
BY FFT ALGORISH   

REVISED VE只SION OF TIIE PROGRAH BY N．H．BRENNER／■■T甘REE  
FORTRAN PROG鋸川S TZtAT REFOtモH THE COOLEY－TUKEY  
FOURIER Tl一員ⅣSFORH’ソ HIT．JULY1967．  

DAT入＝ ORIGINAL TIHE SE只IES  
N＝ NUHBEIiOF TIHE SEIモIES        ”N’■ 宮UST BE 員 POVER O 

F TWO  
ISIGN －－－…IF FOUIモIER TRANSFORlイ，ISIGN＝ －1  

－－－－－ IFINVERSE FOURIER． ISIGN＝ 1  

Y＝ FOUF‡IEP COHPLEX COEFFICIENT．  
OR CO〃PLだX TI打E 5ERエヱ5．  
ARR九Y HUST 8EIN ORDER OF（REAL），（川AG川員RY）  

AN＝FLO九T（N）  
ÅISIGN＝FLOAT（ISIGN）  
Pユニ3．141593  
IFくISIGN．E¢．1〉 GO TOlO  
DOlOOI＝l．N  
II＝Ⅰ＋Ⅰ   
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IR＝ⅠⅠ一1  

Y（IR）＝DATA（Ⅰ）  
Y（ⅠⅠ）＝0．8  

100 CONTINUE  
lロ L＝1  

DO 200Ⅰ＝1．N  
IF（Ⅰ．GE．L）GO TO 210  
LI＝L＋L  
LR＝LI－1  
ⅠⅠ＝Ⅰ＋Ⅰ  

IR＝ⅠⅠ－1  

ÅR＝Y（LIり  
AIごY（LI）  
Y（LR）＝Y（IR）  
Y（LI〉＝Y（ⅠⅠ〉  
Y（IR）＝AR  
Y（ⅠⅠ）＝九Ⅰ  

210 N2＝N／2  
220IF（L．LE．N2）GO TO 23D  

L＝L－N2  
N2＝N2／2  
IFくN2．GE．2）GO TO 220  

230 L＝L＋N2  
200 CONTINUE  

HAX三1  
240IF（H九Ⅹ．GE．N）GO TO 400  

ISTEP＝HÅX★2  
AHAX＝FLOATくHAX）  
ÅK＝－1．O  
DO 30（】Kニ1．HAX  
AK＝AK＋l．O  
WT＝PI書AISIGN★AX／鼻汁AX  
DO 310Ⅰ三K．N，ISTEP  
L＝Ⅰ＋HAX  
LI＝L＋L  
LR＝LI－1  
ⅠⅠ＝Ⅰ＋Ⅰ  

IR＝ⅠⅠ－1  

CCOS＝COSくVT〉  
SSIN＝SIN（VT）  
AR＝Y（LR）★CCOS－Y（LI）★SSIN  
AI＝Y（LIモ）★SSIN＋Y（LI）★CCOS  
Y（LR）＝Y（IR）一丸R  
Y（LI）＝Y（ⅠⅠ）一九I  
Y（IR）＝Y（IR）＋九R  
Y（ⅠⅠ）＝Y（ⅠⅠ）＋AI  

310 CONTINUE  
300 CONTINUE  

HAX＝ISTEP  
GO TO 240  

朋）0IF（ISIGN．EQ．1）RETURN  
Ⅳ汁2＝N暮2  

DO 450Ⅰ＝1．NH2  
Y（Ⅰ）＝Y（Ⅰ）／AN  

45（ICONTINUE  
RETURN  
END  
＿＿＿＿＿＿●＿一－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－ くSUBROUTINEINTPL〉－－－－－  

SUBROUTINEINTPL（XO，YO，NORG，X．Y，NDATA，DX）  
D川ENSION XO（1）．YO（1）．X（1）．Y（1）  

SUBROUTINE FOR＝椚ほ‡lPOLÅTION．   
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C DESCRIPTION OF PARAHETERS：  
C  XO  －－－  ORIGINAL ABSCISS九 九RRAY  
C  Yロ  ー－－  OR‡GINAL OIモDINATE ARRAY  
C  NORG －－一 打UHBE】モ OF OIモIGINAL DÅTA  
C  X   －－－ 

Y   －－－ 
INTERPOLATED ABSCISSÅ 丸RRAY  

C  INTERPOLATED ORDINATE ARRAY  
C  NDÅTA －－ ⅣUHBEI10F INTERPOL九TED DATA  

C  DX  ”－  EQUIDISTANTINCREHENT OF ABSCISSA  
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Y（1）ニYO（l〉  
X（1）＝XO（1）  
JJ三2  
SLOPE＝（YO（2）－YO（1））／（XO（2）－XO（1））  
DOlOI＝2，NDATA  
X（Ⅰ）＝X（Ⅰ－1）＋DX  

30IF（Ⅹ（王）．GT．XO（JJ））GO TO 20  
Y（Ⅰ）＝YO（JJ－1）＋SLOPE★（X（ⅠトⅩ0（JJ－1）〉  
GO TO10  

20JJ＝JJ＋1  
エF（JJ．LE．NO只G）GO TO 25  
Y（Ⅰ）＝0．O  
GO TO10  

25 SLOPE＝（YO（JJ）－YO（JJ－1））／（XO（JJ）－XO（JJ－1））  
GO TO 3D   

lO CONTIⅣUE  
RETURN  
END  

FUNCTION ISSWくⅠ）  
DIHENSIONID（一7），ISON（7）  

C…．TO GET NEGAT‡VE VALUE FOR I一丁H SENSE KEY．  
DATAID／1′2′4．8，16．32．64／  
C九LL SENSE（ISO）  
IS＝ISO  
DOlO K＝1／7  
KR＝8－K  
ISON（KIl）＝0  
IF（IS．LT．ID（KR））GO TO lO  
ISON（ⅩR）＝1  
IS＝IS－ID（KR）  

10 COⅣTINUE  
IS＝ISO  
DO 20 K＝1．■7  
IF（K．E0．Ⅰ）GO TO 20  
IS＝IS－ID（K）★ISON（X）  

20 CONTINUE  
ISSV＝0  
IFくIS．EQ．ID（Ⅰ））ISSW＝－1  
RETURN  
END  

1   

2   

3   

4   

5   

6   

7   

8   

9  

10  
11  
12  
13  
14  
15  
16  
17  
18  
19  
20  
21  
22  

SUBPOUT川E PLOT（X，Y，N，NX．XHIN．XHAX．NY．YH川，YI柏X．NP．  
HO．JDCXY．HINXO．H員XXO．HINY8．HAXYO）  

INTEGER G工NIT（14）  
DIhENSION X（1）．Y（l）．NAHE（4．11）．XX（6）．XXD（6）  
DIHENSION YY（11）．YYD（11）．ICHRD（9），RNAHE（2．11）  
COtlHON宮INX，MAXX，HINY．Jl九ⅩY，XFST，YFST，XINCR，YINC‡モ  
EQUIVALENCE（RⅣAHE（1）．NA宮E（1〉）  
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DATÅIPLOT／1／．IPLTl／1／      T／ 
DATA G川I27，’［’，’2’，’）’，2’7．′【’，’＝’，’5′．’h’．’G’，’Ⅰ′，′N’，′Ⅰ′′’T’／  
DAT九ICHRD／27．’【′，’1′．′〉■．27．’【′，’＝’．′4’，′h′／  

C‥‥‥ TtlIS SUBROUTINEIS USED TO PLOT Y（Ⅰ）－X（Ⅰ）RELATIONSZlIP  
C IⅣ AⅣY LOCÅT工0Ⅳ ÅⅣD SIZE ÅS DESIRE【IOⅣ Å S〃EET．  
C TIlISIS AItULT卜FUNCTIONAL SUBROUTINE．  
C  …‥ DATE APtモIL13′1982 ‥‥．  
C  ‥‥．BY PIモOF．H．】SHIKA恥，KÅG員WA UNIVERSITY．‥．  
C‥‥ REQUIRED SUBROUTINES：ISSV′RDCUR．RDDSP．PBYTE  
C…．DE5CR王PTION OF PA只A対ET即ほ；  
C  X    －一 COORDINATE ARRAY．  
C  Y    －一 九BSCISS九 九RRAY．  
C  N    －－ NUMBER OF POINTS TO BE PLOTTED．  
C  YtlAX －－ HAXIhUH VALUE ON Y一九XIS．  
C  YIlIN 一一 光INIhUM VALUE ON Y一九XIS．  
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YIlI封 入ND YH九X ÅRE EITHER SUPpLIED BY USEIモ  
OR SEARCtlED 8Y TtlE PROGR九H くSEE ALSO NY）．   

ⅣY   一一 CONTI10L COt）E ON YI一九X 入ND YI王IN．  
1F NY ＝1－－ USER SUPPLY FOR YMAX，Y11IN．  

NY ＝ 0 －－ DEF入ULT OPTION．  
P只OGRÅ付 SEARC打g5 YけAX 入相D Y＃ⅠⅣ．  

IDU11HY＝O   
XH入Ⅹ －一 光入ⅩIHUH ORDINATE VÅLUE ON X一九XIS．   
XH王N －－ HINIHUH OlモDINATE VÅLUE ON X一ÅⅩIS．  

X・－ÅXIS IS BOUNDED FRO宮 XHIガ TO XHAX．  
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COⅣTROL CODE Oガ ⅩHI〟 AガD X〃▲Ⅹ  
IF 椚【ご 0 －－ PROGl一九H SEARCHES AUTOHATICALLY  

XHIN AND XH九X．  
ⅣⅩ 三1－－ USER SUPPLY FOIモ XHIN AND XHAX．  

NX ＝－1－一 員CCORDING TO THE USEfiSUpPLIED  

即日NJ川D XガAX，PROG只Aガ AUTO打ATICALLY  
CO比PUTES O只DIN入TE ARRAY X（Ⅰ）WI一打  

DX＝（XH且X－ⅩHIN）／N．  
IDtJHHY＝0   

ⅣP   －－ CONTROL CODE ON NO．OF FRÅHES OR FIGURES．  
THIS CONSISTS OF 5 DIGITS（王JKul）AS FLOOLVS．  
Ⅰ（＝NDTlt）－－ NO．OF COLUHNS（UP TO 2）．  
JIく（ニⅣPl）－－ NO．OF FR九HES OR GIIAPHSIⅣ LEFT COLUHN．  
LH（＝NP2）一－ Ⅳ0．OF FtモÅHES OR GRAPHSIN RIGHT COLIJHN．  
NPTTL＝NPl＋Np2 一一 丁OT九L NO．OF GRIPHS TO 8E DR員VN．  
DEFAULT OPTION －－IF ONE COLUHN，NP CAN BE ONLY  

TVO DIGITS（LH）．IN TIiIS CÅSE，  
NPTTL＝（Llt〉．   

HO   －－ CONTTtOL CODE ON TtlE VAY OF PLOTTING NP GRApHS．  
IF HO ＝ 0 －－ NPTTL PLOTS ON ONE FRAHE．  

P［0 三1－P－ NPTTL PLOTS ON NPTTL FRAHES，  
ⅣIT〃 ⅣPTTL LA8EL5．  

HO ＝－1－－ NPTTL PLOTS ON NPTTL FRAMES，  
VITtlONLY ONE LA8EL．  

IDUHHY＝O   
JI）CXY －－ LABEL DIGITS CONTROL CODE ON X－ AND Y－AXIS．  

T打IS CON5Ⅰ5TS OF 3 D工GIT5（王JX）A5 FOLLOIJS．  
Ⅰ－－ LAbEL CONTROL CODE．  

IFI＝ 0    －－ LABELIS Pl＝欄TED OUT．  
IF OTm錯川ISE 一－ NO LA8ELIS PtモINTED OUT．  

J－一 打O．OF DECIH九L POIドTS ON X一員ⅩIS．  
FORHAT NOT員TION －－ F7．J（J＝Q．1．．‥．5〉  

K －－ NO．OF DECIH入L pOIドTS ON Y一九XIS．   
H王ⅣⅩ8．HAXXO．HINYO．mXYO  

－－ PAR九HETER TO DEFINE TRE LOC九TIOⅣ OF TIiE FIGURE．  
POSSIBLE LOCATION OF X－1ⅩIS －－－ O TO 511．   
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－＆ヲー   四国の製造業におけるエネルギー消費の実態   

C  POSSIBLE LOCATION OF Y－AXIS －－－ O TO 255．  
C  DEFAULT VALUES；HIⅣXD ＝ 40 －－－  HAXXO三50t】  
C  IlIⅣYO こ 20 －－－  HAXYO＝250  
C  LU  －－ SOIモD GZuPHIC TER11INAL LOGICAL UNIT NUHBER．  
C  IPLOT・・－ FRAME NUHBE‡モ ON THE PICTUIモE OR  
C  GRAPH LINE NUHBER ON THE PICTURE FRAHE．  
C…．TO SET UP APPROPRIATE VALUES FOtモ CONT只OL．  

LU三3  

IF（N．GE．2）GO TOl  
IER只＝1  
IF（IPLOT．GT．1）GO TO 285     CALL OPEⅣ（6 

．′0；CRT ′．0）  
VRITE（6．112）G川IT  
GO TO 266   

265VRITE（る．158）（G川IT（J〉．コ＝l．9）   
15‘FORげAT（1Ⅹ，9Å1）   
266 VRITE（8．111）ICHRD   
lllFORHAT（lX，9Al）  

耶ITE（LU．2）IPLOT  
2 FORZIAT（1X，’cHECKINPUT PARAγETERSIVRONGJ，／    ★5Ⅹ 

．’－－－－－  PLOT NO．＝ ′．Ⅰ2／）  
GO TO llO  

I NDIH＝NP／10000  
NPl＝NP／100－ⅣDIH★100  
NP2＝Np－180★NPl－100DO■NDIH  
NPTTL可膵1＋NP2  
IF（ⅣD川．E（）．2）GO TO S  
NDIH＝l  
IF（（Npl．EQ．0）．1ND．くNP2．NE．0））NPl＝NP2  
NPTTL＝NP1  

5IF（NPTTL．LE．0〉 NPTTL＝1  
JDC＝JDCXY／100  
Jl）CX＝Jt）CXY／10－10★JDC  
JDCY＝JDCXY－10★JDCX－100★JDC  
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TESTIFITIS THEl－ST G只入PH ON THE S▲HE PICTURE．  
IF ⅣOT．GO TO PLOT D▲一入 川打ED工員TELY．  
IF（IPLOT．GT．1〉 GO TO198   CILL PEN（6 

O．’0：CRT’．0〉  
WRITE（も．112）GIドIT  

l12 FO剛はT（1X．1411）  
GO TO 191 

190 WRITEく6．15‘）（G川ITくJ）．J三＝1，9）  
191IF（IEtlR．EQ．1）GO TO14  

IF（IPLTl．EQ．1）GO TO14  
IF（HO．NE．0〉 GO TO14  
GO TO 85  

14IERR＝○  
IF（NY．NE．8）GO TO 20  

C 14IF（NY．NE．0〉 GO TO 20  
Y≠IN＝l．OE＋20  

YlllX＝－YHIN  
DO15Ⅰ＝1．N  
IF（Y（Ⅰ）．GT．YIl入Ⅹ）YHAX＝Y（王〉  
IF（Y（Ⅰ）．LT．YIlIN〉 YHINごY（Ⅰ）  

15 CONTINUE  
IF（Ytl九Ⅹ．LE．8．0．OR．YtlIN．Gt：．0．0）GO TO 20  
IF（Y汁AX．GT．185（Y正ⅠⅣ））一正IN＝－YげAX  
Yl仏X＝九8S（YItIN）  

20IF（NX．NE．0）GO TO 25  
ⅩHIN＝l．OE＋20  
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ⅩHAX＝－XHIN  
DO16Ⅰ＝1．N   
IF（ⅩくⅠ）．GT．XHÅX）Ⅹ宮入X＝Ⅹ（Ⅰ）   
IF（Ⅹ（Ⅰ）．LT．XHIN）ⅩHIN＝Ⅹ（Ⅰ〉  

16 CONTINUE  
25 DX＝（ⅩH九Ⅹ－ⅩHIN〉／10．0   

IF（NX．GT．0）GO TO 23  
DEX＝（XH入X－XHIド）／FLOÅT（N－1）   
IF（ⅣⅩ．EQ．－1）GO TO 23  
DO 24Ⅰ＝l．N  
X（Ⅰ）可川IN◆DEX★FLOAT（Ⅰ一1）  

24 CONTIⅣUE  
23 DY＝（YHAX－YHIⅣ）／10．0   

IF（（㍍INXO．GT．0）．AND．（H九ⅩⅩ0．GT．HINXO））GO TO 21  
HINXO＝5  
HAXXO＝635  

21IF（（HINYO．GT．0）．ÅND．（HÅXYO．GT．HINYO））GO TO 27  
HINYO＝5  
H入XYO＝395  

2‘7 けLNGX＝（HAXXO－HINX8）／NDIH  
HLNGY＝H九ⅩYO－HINYO  
NLR＝1  
NDIV＝NPl   
IF（NDIH．EO．1）GO TO 28   
IF（IPLOT．LE．NPl）GO TO 28  
ⅣLR＝2   

IF（NP2．LE．0）NP2＝l  
NDIV＝NP2  

28 宮CH‡‡X＝8  
HCH只Y＝1‘  
比SEG＝8  

HFRHTX＝7  
HFRHTY＝7  
HFR2＝4   
IF（≠DIH．EQ．1）GO TO 29  
HFRHTX＝5  
HFIi2＝2  

29 HSPCXF＝（拭FR宮TY＋2）★HCHRX  
HSPCXL＝（HFIモHTX－HFIモ2）★HCHRX  
拭SPCYF＝2暮HCHRY   
IF（HO．GE．0）GO TO10  
HSpCYF＝2暮1CHI‡Y   
IF（VDIV．LE．3）GO TOlO  
HSPCYF三HCHtモY＋HCHRY／2  

10 HSPCYL＝0   
IF（JDC．LE．0）GO TOll  
HSPCXF＝4★HCllRX  
YSPCXL三0  

11HDELTY＝社LNGY／NDIV  
HINX＝HIⅣXO＋くNLR－1）★yLⅣGX  
H九ⅩX＝YINX＋HLNGX  

H入ⅩY＝H九ⅩYO－（IPLTl－1）★≠DELTY  
HINY三H▲XY－HDELTY   
IF（HO．NE．0）GO TO 33  
HDELTY＝HLNGY  
HAXYニHIXYO  
HINY＝HINYO  

33ⅩINCR＝（XHAX－XMN）／FLO九T（HLNGX－HSPCXF－tlSPCXL〉  
XFST＝XHIN－XINCtモ★FLOAT（HSPCXF）  
XFSTO＝ⅩFST  

XLST＝ⅩH＾X＋Ⅹ川CR＊FLOAT（HSPCXL）  
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YINCR＝（Y71AX－YHIN）／FLOAT（MDELTY－HSPCYF－HSPCYL）  
IF（（XINCR．GT．0．0）．AND．（YINCR．GT．0．0））GO TO 3  
IEIモR＝1  
VRITE（6．111）lCHRD  
VRITE（LU．2）IPLOT  
GO TO llO   

3 YFST＝YNIN－YINCfZ★FLOAT（HSPCYF）  
YFSTO＝YFST  
YLST＝YH＾X＋YINCR★FLOAし7（HSPCYL）  
YSEG＝YINCR★HSEG  
XSEG＝ⅩINCR★HSEG  
CILL GR九PH4（ⅩHIN′YI4IN．0）  
CILL GRAPH4（X11AX．Y拇IN．1）  
CALL GRAPH4（X宮入X，YHAX，1）  
C嵐LL GRAPH4（XHIN．YHAX．1）  
CÅLL、GRAPH4（XHIN．YHIN，1）  
IF（（YHIN．GE．0．0）．0Ii．（YHAX．LE．0．0））GO TO 59  
CALL，GRAPH4（XhIN，0．0，0）  
CALL G只APH4（XHAX．0．0．1）  

59IF（ISSV（1）．GE．0）GOl0 60  
CALL GRAPH4（0．0，Y74IN．0）  
CALL GRAPH4（0．8′YIIAX，1）  
DRAW TIC HARKS ON X－ÅXIS  

60 DO 30Ⅰ＝l．9  
ⅩPOS＝XHIN十DX叩LOAl（Ⅰ）  
YPOS＝YhIN＋YSEG  
CALL GRÅPH4（ⅩPO5．YHIN．0）  
CALL GRAPH4（XPOS．YPOS，1）  

30 CONTINUE  
DfiA｝ TIC HARKS Olq Y一九XIS  
DO 40Ⅰ＝1．9  

YPOS＝YHIN＋DY＊FLOAI（Ⅰ）  
ⅩPOS＝XHIN＋ⅩSEG  
CALL GRAPH4（XhIN，YPOS′0）  
CALL GRAPH4（XPOS，YPOS．1）  

40 CONTINUE  
LABEL X ÅXES  
IF（JDC．NE．0）GO TOl170  
KK＝一1  
SDY＝1．2兼YINCR＊FLOALT（HCHRY）  
YSDHIN＝YhIN－SDY  
XPNP＝XINCR珊CHRX★（FLOA7（HFRHTX）／2．0－FLOAT（JDCX〉）  
XPNM＝XPNP－XINCR叩LOAT（JICHRX）  
YPN＝YINCR★FLOAT（HCHRY）／2．0  

1701F（HO．GE．0）GO TO150  
IF（NDIV．EQ．．1）GO rO150  
1F（IPLLtl．LLT。NDIV）GO TO 82  

150 NL8L＝6  
DO 701＝1，NLBL  
XX（1）＝XHIN＋FLOÅⅠ（卜1）★2．0★DX  
XPN＝XPNP  

IF（XX（Ⅰ）1LT．0．0）XPN＝XPN11  
XXD（l）＝XX（Ⅰ）－XPN   

70 CONIINUE  
IF（JDC．NE．OJGO TO172  
c丸LLJWRTE（KK．ND川．JDCX．XX′NLBL′R腑NE）  

1‘72 DO 711＝1，NLBL   
IF（ISSU（2）．GE．0）GO TO400  
C九LL GRÅPH4（XX（Ⅰ）．YtllN，D）  
C九LL GfほPH4（XX（Ⅰ）．YHÅX．1）  

400IF（JDC．NE．0）GO LTO 7l  
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CÅLL GRAPH9（XXD（工），YSDMIN，0，MFRHTX．NAHE（1．Ⅰ））  
71 CONTINUE 
821くK＝1   

IF（HO．EQ．0）GOIO131   
1FくNDIV．E（）．1）GOIO131   
IF（ABS（YHIN）”EQ．ABS（YHAX））GO TO132  
WRITE 5 LABELSIF YhAX 九ND YHIN ARE NOT EQU凰L．  

J，クβ2  
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C   工F NDIV ＞ 4 －－－  WRITE 3 LABELS FOR E九SY DISPLAY．  
IF（NDIV．GT．4）GO TO132  
DO140Ⅰ＝1．ⅣLBL  
YY（Ⅰ）＝YHIN＋FLO九T（Ⅰ－1）★2．8★DY  
YYD（Ⅰ）＝YY（Ⅰ）－YPN  

140 CONTINUE  
IF（JDC．NE．0）GO TO174  
CALLJVRTE（KK，ND川′JDCY，YY，NLBL，RNAHE）  

174 DO141Ⅰ＝1．NLBL  
IF（ISSW（3）．GE．0）GO TO 410  
CÅLL GR九PH4（ⅩHIN′YY（Ⅰ）′0）  
C入LL GIiAPH4（X宮入X．YY（王）．1）  

410IF（JDC．NE．0）GO TO141  
XFSTO＝XFST＋FLOAT（2＊MCHRX）儀XINCR  
IF（YY（Ⅰ）．LT．0．0）XFSTO＝XFST＋FLOAT（HCHRX）★XINCR  
CALL GFuPH9（ⅩFSTO，YYD（Ⅰ），0，HFRJ4TY，NAHE（1．Ⅰ））  

141CONTINUE  
GO TO 85  
VRITE 3 LABELSIF YI一九X＝－YHIN  
HOVEVER．冊EN ONLY ONE FR丸けE．VRITEllL九BELS．  

132 NLBL＝3  
IF（JDC．NE．0）GO TO 85  
DO 80Ⅰ＝1．NLBL  
YY（Ⅰ）ニYItIN＋DY★FLOAT（5★（卜1）〉  

YYD（Ⅰ）＝YY（Ⅰ）－YPN   
80 CONTINUE  

CALLJVRTE（KK，ND川．JDCY，YY，NLBL，RNA21E）  
DO 79Ⅰ＝1，NLBL  
XFSTO＝ⅩFST＋FLOAT（HCH只X★2）★ⅩINCR  
IF（YY（Ⅰ）．LT．0．0）XFSTO＝ⅩFST＋FLOAT（HCHRX）★XINC只  
CALL GP入PH9（XFSTO，YYD（Ⅰ），0，HFRJITY，NAJ4E（1．Ⅰ））   

79 CONTINUE  
GO TO 85  
VRIlE11LABELS．  

131NLBL＝11  
DO 81Ⅰ＝1．NLBL  
YY（Ⅰ〉＝YHIN＋（Ⅰ－1〉★DY  
YYD（Ⅰ）＝YY（Ⅰ）－YPN   

るI CONTINUE  
IF（JDC．NE．0）GO TOl」76  
CALLJVRTE（KK，ND川．JDCY，YY，NLBL．RNÅHE）  

17ら DO 83】＝1．NLBL  
IF（ISSI＝3）．GE．0）GO LrO 420  
CÅLL Gl‡九P114（X11川．YY（Ⅰ）．0）  

CALL GlモÅPH4（XH入Ⅹ．YY（Ⅰ）．1）  
420IF（JDC．NE．8）GO TO 83  

XFSTO＝ⅩFST＋FLO▲T（HCHRX暮2）★XINCR  
IF（YY（Ⅰ）．LT．0．0）XFSTO三XFST＋FLOAT（hCHRX）★X工NC只  
C九LL GRAPH9（XFSTO，YYDくⅠ），0．HFIモHTY．甑HE（1，Ⅰ））   

83 CONTINUE  
DRAV VECTORS BETVEEN TIHE POINTS   

85 王F（NX．NE．－1）GO TOlOO  
CALL GR員PH4（XIlIN，Y（1）．8）  
XH＝XHIN－DEX   
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四国の製造業におけるユネ／レギー・消費の実態  

DO 50Ⅰ＝1．N  
XHIDX＝Xγ＋DEX★FLOAT（Ⅰ）  
CÅLL G‡lAPH4（ⅩHIDX．Y（Ⅰ）．1）   

58 CONTIⅣぴE  
GO TO llO  

180 CALL GIIAPH4（Ⅹ（l）′Y（1）．0）  
Dp120Ⅰニ2，N  
SOUTX＝（Ⅹ（Ⅰ）－ⅩHIN）★（X比AX－Ⅹ（Ⅰ））  
SOひTY＝（y（Ⅰ）－Y〃IN）★（YHA文一Y（エ））  
IF（（SOUTX．LT．0．0）．OI‡．（SOUTY．LT．0．0））GO TO 333  
SOUTXl＝（Ⅹ（ト1）－ⅩHIN）★（ⅩHAX－Ⅹ（ト1））  
SOUTYl＝・（Y（ト1）－YHIN）曽（YItAX－YくⅠ－1））  
IFく（SOUTXl．LT．0．0）．OR．（SOUTYl．LT．0．8）〉 GO TO 333  
工F＝X（り．LT．X〃王N）．OR．（X（エ）．GT．X〃AX））GO TO121  
IF（（Y（Ⅰ）．LT．YHIN）．0‡し（Y（Ⅰ）．GT．YHÅX））GO TO121  
CALL GIモAPH4くX（Ⅰ）．Y（Ⅰ）．1）  
GO TO 120 
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C121DIVX＝（X（Ⅰ）－X（Ⅰ－1））／10．O  
C DエVYご（Y（Ⅰ）－Y（卜i））／10．8  
C DO122Jニ1．10  
C DXJミⅩ（Ⅰ－1）＋DIVX★FLOÅT（J〉  
C DYJこY（Ⅰ－1）＋DIVY★FLOAT（J）  
C IF（（DXJ．LT．XHIN）．Otモ．（DXJ．GT．XHAX））GO TO123  
C IF（（DYJ．LT．Y＃エN）．OR．（DYJ．GT．Y丹AX））GO TO123  
C CALL GRAPH4（DXJ．DYJ．1）  
C GO TO 122 
C123 CÅLL GRAPH4（DXJ．DYJ．0）  
C122 COⅣ‖川UE   

333 CALL G只員P打4（Ⅹ（王）′Y（‡）．8）   
120 CONTINUE   
llO IF（IPLOT．LT．NPTTL）GO TO124  

IPLTl＝1  

IPLOT＝1  
C READ（3．555）ⅣC打AR  
C 555 FORH員T（入1）  

VRITE（6，111）ICHRD  
ENDFILE 6  
RETⅥⅧ   

i24IPLOT＝‡PLOT＋l  
WRITEく6．111〉IC11RD  
IF（IPLTl．LT．NDIV）GO TO125  
IPLTlニO   

125IPLTl＝IPLTl＋1  
只ETひRN  
EIID  
SUBROUT川EJVRTE（KK，NDIH．JDCXY．XY，NLBL．RNAHE）  
DI肌用SION RNAHE（2′ll）．XY（1）．COⅣⅤ（2）     CONVく1）＝′   

CONV（2）＝′   
DATA CONV／’  ’／  

．TO SELECT NUItBE‡モ OF DIGITS BELOW DECIHAL POINT．   

IF（KK．GE．0）GO TO 7   
王F（ND川．EQ．2）GO TO 6  

‘7 宮FT＝7   

DO 2SIニ1，NLBL   
ÅDATA＝XY（Ⅰ）   
IF（JDCXY．GT．0）GO TO 5   
IDATÅ＝IF‡Ⅹ（員DATA）   
ENCODE（CONV′100）IDATA   
GO TO 10 

5IF（JDCXY．EQ．1）ENCODE（CONV．101）ADATÅ  
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IF（JDCXY．EQ小2）ENCODE（COJIV，102）ADATA  
IF（JDCXY．EQ．3）ENCODE（CONV，103）ÅDÅT九  
IF（JDCXY．EQ．4）ENCODE（CONV，104）ADATA  
IF（JDCXY．GE．5）ENCODE（CONV，105）ADATA  

10 RN入HE（l．Ⅰ）＝CONV（1）  
RNAけE（2，Ⅰ）＝CONV（2）   

25 CONTINUE  
lOO FORHIT（Ⅰ7）  
1（】1FORIIAT（F－7．1）  
102 FORHAT（F7．2〉  
103 FOR宮ÅT（F7．3）  
104 FORYAT（F7．4）  
185 FORHAT（F7．5）  

RETURN   
6 HFT＝S  

DO 26Ⅰ＝1．NLBL  
ADATA＝XY（Ⅰ）  
ZF（JDCXY．GT．0）GO TO 30  
IDATA＝IFIX（ADATÅ）  
ENCODE（CONV．120〉IDAT九  
GO TO 35  

30IF（JDCXY．EQ．1）ENCODE（CONV．121）ADATA  
IF（JDCXY．GE．2）EⅣCODE（CONV，122）ADATA  

35IINAHE（1，Ⅰ）＝COⅣⅤ（1〉  
RⅣAHE（2，Ⅰ）≡CONV（2）   

2ら CONTINUE  
120 FORHAT（Ⅰ5）  
121FOR宮入T（F5．1）  
122 FORHAT（F5．2）  

只ETURN  
END  
SUB】10UTIⅣE GR九PH4（Ⅹ．Y′IC）  

INTEGER DRAV（3）．HOVE（3）  
COHHON HINX，MAXX．HINY，Z4AXY，ⅩFST，YFST．XエNCR．YIⅣCR   DATA DRÅV／’DIモ’ 

．′AV′，′ ′／  
DATA Ⅱ0VE／′HO′．’vE′．’’／  
IX＝HINX◆IFIX（くⅩ－ⅩFST）／XINCR）  
IY＝HINY＋IFIX（（Y－YFST）／YINCR）  
IF（IC．E（】．1川RITE（8．100）DRAV，IX．IY  
IF（IC．NE．1川只ITE（6．100）HOVE．IX．IY  

lOO FORH九T（1X．3九2．2Ⅰ4）  
RETURN  
END  
SUBROUTINE GRAPH9（X．Y．IR．ISL．NAIIE）  
INTEGER HOVE（3），TEXT（3）．DIR（3）  
DIHENSIOⅣ N▲HE（l）  
COHhON HINX，HAXX，MINY，ZIAXY，ⅩFST．YFST．XINCR′YINCR    ′’ 
D入丁入 HOVE／HO，’vE’，’ ′／  
DITA TEXT／’TE’，’xT’．’’／   DÅTA DIR／’DI’ 

．′R ′′’’／  
ICR＝13  

ISL2＝ISL／2  
IRES＝ISL－ISL2★2  
IF（IRES．NE．0）ISL2＝ISL2＋1  
IX＝HINX＋IFIX（（X－XFST）／XINCIモ）  
IY＝HINY＋IFIX（（Y－YFST）／YINCR）  
IXH＝ⅠⅩ＋ISL2★1る  
IF（IXH．GE．HÅXX）IX＝HAXX－ISL2暮16  
IF（IR．NE．0川只ITE（6．120）DI只．IR  
WRITE（6．100）HOVE．IX．IY  
瞥RITE（8．110）TEXT．（N▲HE（コ）．J＝1．ISL2〉．王CR  
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四国の製造業におけるエネルギー・消費の実態   

100 FORHAT（1X，3九2．2Ⅰ4）  
110 FORHÅT（1X，3A2．4A2，Al）  
120 FORHAT（1X，3A2．王4）  

RETURN  
END  

－β9－   
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